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1．議事日程    

令和３年 第３回世羅町議会定例会  （第３号）    

   令和３年９月８日 

   午前９時 00 分開議 

    於：世羅町役場議場 

 第１ 報告第６号 株式会社セラアグリパーク第 19 期営業報告並びに株式会社

セラアグリパーク第 20 期予算等の報告について  

 第２ 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて  

 第３ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 第４ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第５ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第６ 同意第３号  世羅町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

             めることについて 

 第７ 議案第 47 号 世羅町手数料条例の一部を改正する条例  

 第８ 議案第 48 号 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の施行 

                    に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

 第９ 議案第 49 号 過疎地域持続的発展計画の策定について  

 第 10 議案第 50 号 令和２年度世羅町一般会計歳入歳出決算認定について 

 第 11  議案第 51 号 令和２年度世羅町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決 

              算認定について 

 第 12 議案第 52 号 令和２年度世羅町後期高齢者医療制度特別会計歳入歳出  

決算認定について 

 第 13  議案第 53 号 令和２年度世羅町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認 

定について  

 第 14 議案第 54 号 令和２年度世羅町介護サービス事業特別会計歳入歳出決 

                    算認定について 

 第 15 議案第 55 号 令和２年度世羅町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

              算認定について 

 第 16 議案第 56 号 令 和 ２ 年 度 世 羅 町 上 水 道 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ い て
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 第 17 議案第 57 号 令和２年度世羅町公共下水道事業会計決算認定について 

 第 18 議案第 58 号 令和２年度世羅三原斎場組合一般会計歳入歳出決算認定

               について 

 第 19 議案第 59 号 令和３年度世羅町一般会計補正予算（第４号）  

 第 20 議案第 60 号 令和３年度世羅町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 第 21 議案第 61 号 令和３年度世羅町後期高齢者医療制度特別会計補正予算 

（第１号） 

 第 22 議案第 62 号 令和３年度世羅町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 第 23 議案第 63 号 令和３年度世羅町介護サービス事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 第 24 議案第 64 号 令和３年度世羅町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 第 25 議案第 65 号 令和３年度世羅町上水道事業会計補正予算（第１号） 

 第 26 議案第 66 号 令和３年度世羅町公共下水道事業会計補正予算（第１号） 
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２．出席議員は次のとおりである。（１２名）       

  １番 髙 橋 公 時       ２番 上 羽 場 幸 男 

  ３番 上 本  剛       ４番 矢 山  武 

５番 向 谷 伸 二       ６番 田 原 賢 司 

  ７番 藤 井 照 憲       ８番 松 尾 陽 子 

９番 徳 光 義 昭       10 番 久 保 正 道 

11 番 山 田 睦 浩       12 番 米 重 典 子 

 

３ . 欠席議員は次のとおりである。            

  な  し  

４．地方自治法第 121 条の規定により説明のため出席した者の職氏名（２０名）  

町 長 奥 田 正 和  副 町 長  金 廣 隆 徳 

会 計 課 長 石 ケ 坪 洋 史  総 務 課 長  広 山 幸 治 

財 政 課 長 矢 崎 克 生    企 画 課 長  道 添  毅 

税 務 課 長 藤 井 博 美    町 民 課 長  山 口  徹 

子育て支援課長 和 泉 秀 宣  健康保険課長  宮 﨑 満 香 

福 祉 課 長 釣 井 勇 壮  産業振興課長   大 原 幸 浩 

商工観光課長 前 川 弘 樹  建 設 課 長   福 本 宏 道 

上下水道課長 升 行 真 路  せらにし支所長   山 崎  誠 

    教 育 長 松 浦 ゆ う 子  学校教育課長   脇 田 啓 治 

社会教育課長   荻 田 静 香 

代表監査委員   山 口 敦 允 

 

５．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（３名）  

  事 務 局 長  黒 木 康 範     書 記  追 林 威 宏 

  嘱 託 書 記  貞 光 有 子 
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（起立・礼・着席）   

○議長（米重典子） ただいまの出席議員は １２ 名であります。定足数に 

達していますので、これより本日の会議を開きます。 

ただちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

９月６日の髙橋公時議員の一般質問の答弁に関して、町長から発言の申し出

がありますので、これを許可します。 

○町長（奥田正和） 議長。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） 私のほうから発言の許可をいただきましたので、よろし

くお願い申し上げます。 

９月６日の髙橋公時議員の一般質問の答弁の際に、誤解を生じかねない発言

がありましたので、取扱いについては議長に一任をさせていただきます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（米重典子） ただいまの件につきましては、議 長 において議 事 録 を精 査

し、適 切 に措 置 いたします。  

  

日程第 1 報告第 6 号 株式会社セラアグリパーク第 19 期営業報告並びに株

式会社セラアグリパーク第 20 期予算等の報告について を議題といたします。 

提出者から報告を求めます。  

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹）  おはようございます。令和３年第３回世羅町

議会定例会議案集１ページをお開きください。 

報告第６号 

   株式会社セラアグリパーク第 19 期営業報告並びに株式会社セラアグリ 

パーク第 20 期予算等の報告について 

 

 株式会社セラアグリパーク第 19 期営業報告並びに株式会社セラアグリパー

ク第 20 期予算等について地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 243 条の３
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第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

  令和３年９月８日 提出 

                世羅町長  奥 田 正 和 

 

まず、説明に入らせていただく前に株式会社セラアグリパークについて、一

定にご説明、ご報告申し上げます。 

この会社につきましては、平成 14 年（2002）年 11 月 1 日に設立された会社

でございまして、資本金は 1500 万円。 

株主は世羅町 51％、兵庫県伊丹市小西酒造株式会社 34％、株式会社セラア

グリパーク 15％の会社でございます。 

設立の目的としますと、公園整備構想に基づきまして、広島県と世羅町が連

携しての県民公園の管理でありましたり、地域振興に寄与する施設の管理運営

のため、公設民営の枠組みにより設立されたものでございます。 

事業内容としますと、農業公園、ワイナリーの維持管理運営、ワイン・果樹

飲料の研究開発及び製造販売、レストラン等の経営等でございます。 

指定管理者の状況としますと、２点ございまして、広島県からの指定管理と

いうことで、広島県立せら県民公園の管理棟、のんびり公園、ミニュチュアガ

ーデンの管理運営でございましたり、世羅町からの指定管理ということでせら

農業公園、せらワイナリー、ワイナリーの醸造所、レストラン等の管理運営と

いうことになってございます。 

近年の状況でございますが、西日本豪雨及び新型コロナウイルス感染症の蔓

延により、来園者が減少している状況が続いておるという状況でございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって報告を終わります。            

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。              

○１番（髙橋公時） 議長。 

○議長（米重典子） １番 髙橋公時議員。 

○１番（髙橋公時） 来期の目標、20 期に向けての数字をお聞かせ願ったとこ

ろでございます。こうした数字になるように是非期待をしておるところでござ

います。 
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以前ここを△で出されて、売り上げをマイナスという格好で議会へ提出され

たことがございました。 

まずひとつ、何点か質問しますので、メモをお取り置きをください。質疑し

ますので、メモをお取り置きください。                

この株式会社セラアグリパーク、これは利益を目的として運営されるのか、

そうでないのか、明確なとこでお答えください。51％保有しているのは、筆頭

株主でありますのは世羅町でございます。ということは、ここのトップであり

ますのは奥田町長でございます。筆頭株主は。昨年度と何が変わったかと言い

ますと、これは皆さんご存じだと思いますけれども、この株式会社セラアグリ

パークの社長が副町長兼務するということで４月からではありますけれども、

金廣副町長が兼務されている。今この決算にあたっては、約２カ月、３カ月程

度しか携わっていないと思います。 

昨年度とこの経営に関しまして、まず社長である社長の交代、そして組織内

で働いている方、これも聞いておりますが、醸造長が代わられた。転職された

ということも聞いております。こうした体制、これは歴史は戻りますが、今 18

期、19 期、20 期と来ておりますけども、これまで 15 期までは黒字が出て、あ

る程度儲けのあり、その儲かった一部を基金として積み立てておった。これが

これまでの歴史でございます。基金で 2000 万ほど積み立てておったところで

ございます。やはりコロナ禍ということで経営が厳しいのわかりますが、私が

議員になりたての頃、最後の黒字の年でした。その後から毎年度、毎年度赤字

が続いております。こ 300 万、600 万、1500 万と続いております。今期 800 万

の黒字が出ております。以前からの話しで言えば、この第３セクター、３年連

続赤字が出ると考えるといったようなお話しもあったかと思います。しかしな

がらこれまでワイナリー中心にやってきておりますので、そう簡単にこれをど

うこうするわけにはいかないのは皆さんご存じだと思います。しかしながら、

かと言って、いくらでも税金を投入してこのまま経営していくわけにもいかな

いというのも岐路に来ていると思います。ですから、決算にあたっては中身も

吟味したいと思います。 

なかでひとつお伺いします。今回の黒字に至った要因。先ほどの担当課長の

説明でありましたら、売上から原価、そして一般経費を引いたらマイナス 1700
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万でございます。800 の万黒地に転じているのは 2700 万円の雑収入、これ全協

でお伺いしましたら、雑収入の大半はこの 2000 万円の基金だと。これはもう

今回しかありませんよ。これがなければ、正直なところ昨年と同じ決算概要で

マイナス 1500 万になっております。それはたぶん数字を見られて、新しく社

長としてみられておる副町長もご存じだと思います。その代わり売上げは昨年

度より伸びております。8000 万、約 2000 万程度伸びております。しかしなが

らそれにかかわる経費も増えております。実際のところ今回の決算では黒字、

黒字と言っても基金を取り崩した上での、上での黒字でございます。 

もうひとつ、昨年 2000 万円の基金を取り崩すときに何のためのお金かとい

うところで、確かブランディングワイン普及拡大事業、こういったネーミング

で 2000 万を取り崩しております。これはどのような成果があったのかお伺い

したいと思います。 

ただ単にネーミングだけでこの 2000 万が決算のときの売上げとして挙がっ

ているだけではないと思いますので、その点をお伺いします。 

それと広告宣伝費、皆さんも目にしたと思います。新聞やいろいろなところ

で、雑誌、こういう販売をしています、３本セットで安くしています。こうい

ったのを皆さん目にされたと思います。かなりの広告宣伝費が使っておるのか

なと思いきや、実際のところ昨年とあまり変わりません。一昨年よりも少ない

広告宣伝費でございます。このブランディングワイン、こういったものに普及

拡大事業には広告宣伝としては活かされてないのかなと思いますので、何使わ

れたのか、この点についてもお伺いします。以上何点かお伺いいたします。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） 今、ご質疑、６点あったかと思いますが、その

ことについてまずご説明申し上げます。 

まず 1 点目として、株式会社セラアグリパークの状況でございますけれど

も、やはりいいぶどうを仕入れていいワインを作っていくということでありま

すと、製造の会社でございますので、そういった意味では売上げについて利益

も取っていただくように頑張っていらっしゃるというところでございます。 

それと体制づくりでございますが、醸造長が一身上の都合でご退職をされた
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わけでございますけれども、これまで培われた醸造であったり、ワインの力で

あったり、そういったものを発信していくと共に、新たな醸造担当も入られて

たぶん３年目でいらっしゃたと思いますけれども、非常にご努力を積んでいら

しゃって、新たな体制で次なるワインづくりについても非常に期待をしていく

必要があるかなというふうに思ってございます。 

それと赤字について、３期について触れられたところでございますけれど

も、これまで３期連続で赤字になった要因としますと、一番最初の赤字のとき

は、やはり税務署からのご示唆の中でワインにするためのそういった原材料を

何と言いましょうか、処分する必要がありまして、要は帳簿上の赤が出たとい

うふうに聞いております。 

２期目にありました赤字の件につきましては、頑張って行こうと思った矢先

に大雨の災害がございまして、お客さんであったり、そういうものが 1 か月間

全くいらっしゃらなかったということが２回目の赤字でありました。 

３期目の赤字というのはまさにこのコロナ禍、この蔓延拡大、何波も波が来

まして、その影響で赤字が３期続いたということでございます。今期につきま

してはご努力いただいて、黒字に転じたところでございます。先ほどございま

したように黒字の要因としますと、業のところはご努力をいただきましたけれ

ども、1 期前と比べますと赤字の幅は減ってございます。その大きな要因とし

ますとやはりワインであったり、そういう売り上げが伸びている要因がござい

ます。そういった意味でさまざまに昨年から取り組みを進めておられますの

で、期待をしていければと思います。 

昨年につきましては営業外費用のところがやはり後押ししたというところが

ございますので、やはり今期、20 期につきましては、そういう営業のところ頑

張っていただいて、ご努力をしていただくというふうにお聞きをしておるとこ

ろでございます。 

それと基金を取り崩した状況でございますが、これまで株式会社セラアグリ

パーク社としてご努力をされて、その中で一定に売上げが出られたときに積立

をされております。その積立の理由は何かのときに修繕が起きたり、何かのと

きに使う目的で積立をされたものでございますが、昨年の取り崩しにつきまし

ては多くは、多くはと言いましょうか、ブランディングワイン普及拡大事業、
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要は青い鳥プロジェクトについての事業のために取り崩しをさせていただいた

ところでございます。予算の中身としますと、世羅のワインの高品質化であっ

たり、ラベルのリニューアル化であったり、まさに青い鳥プロジェクト、それ

からワイナリー、醸造側への誘客であったり、スパークリングワイン輸出の促

進、こういったものに使われておるところでございます。 

それと最後にお聞きになられた販売の広告宣伝についてでございます。広告

宣伝につきましては多くにつきましては、ちらしであったり、ワインの試飲と

いうところでございます。昨年からこれまでワイナリーさんはワイナリーさん

で非常に頑張って来られたところがございますが、ワイナリー、たとえばミニ

ＳＬ、夢高原市場、それから県民公園、そういう方々が 1 か月に 1 回協議をさ

れまして、横連携の中でいろいろなものを発信していくという取り組みを進め

ておられます。そういった中でコラボでＰＲをしたり、コラボ商品を作られた

り、そういったところの取り組みが進んでおるところでございます。 

○１番（髙橋公時） 議長。 

○議長（米重典子） １番 髙橋公時議員。 

○１番（髙橋公時） 課長の答弁に他人事のように聞こえるのは私だけなの

か。と聞いております、と聞いておりますと、確かに聞いておるだけではござ

いますけども。奥田町長、筆頭株主の代表として、このワイナリー、株式会社

セラアグリパークについて、現在かなり危機感をお持ちですか。そうでないで

すか。 

それと先ほど来の基金の運用についてでございますけども、さまざまに青い

鳥プロジェクトで使われたということで言われておりますけれども、あまりど

ういった予算でいくら使ってというのが全くないので、売上げのほうからどさ

っと引かれて最終的な利益が出たという取り方しかできません。これを見させ

ていただきまして。 

これは昨年、これは皆さん記憶に新しいと思います。我々議会もやはり大事

な住民の皆様方の税金をこういった第３セクターに投与してやっておるので、

しっかり議会として目を見張っておくというのは必要なことであります。昨年

ご存じだと思いますけれども、この議会でこれはテレビ、新聞報道でもたくさ

んに出ました広島県世羅、まずいワインの騒動は何がまずいのか。こういった
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記事が後々出て来ました。純粋に、純粋にですよ、心配をして、美味しいワイ

ンを皆さんが、これはですから、前回、１年前の議会でも言いましたように、

嗜好品ですから、個人によってそれは味覚は違います。しかしながら売れない

理由というところで、ある議員が追及したところ辞職勧告まで追い込まれたこ

とがありました。これは大きな記事にのりました。何が言いたいか、オピニオ

ン記事、中国新聞にもこのように書かれております。 

○議長（米重典子） 髙橋議員、今それは、この質問に。 

○１番（髙橋公時） つながってくるんですけど、だめですか。 

○議長（米重典子） 報告事項の中の質問ですか。 

○１番（髙橋公時） 質問につながってきますけどだめですか。あとこれから

つながるんですけどだめですか。言うことがだめなんですか。 

○議長（米重典子） 関連があるんでしたら。 

○１番（髙橋公時） 大丈夫ですか。関連がありますので。広島県世羅町のワ

インをまずいと発言した町議が辞職勧告されたことには驚きました。生産農家

の意欲をそぐというのが理由らしいですが、ワインを売っている赤字がそもそ

もの問題です。ワインがうまいかまずいかではなく、売れない理由をきちんと

分析して、売れるようにする議論こそが求められている。まさにこの中国新聞

さんオピニオンで書かれております。このとおりです。我々は売れるワインを

どのようにするかということで議論をしているので、そういった認識がトップ

である、株主のトップである町長はどのように受け止めておるのか。奥田町長

にお伺いいたします。 

○町長（奥田正和） はい。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） 世羅町として 50％の出資、株をこれまで取り組んできた

内容でございます。まず当初この指定管理を行う中で、アグリパーク、社長は

以前は町長でした。やはり経営に携わるべきではないという考えの中で副町長

になった経緯があると聞いてございます。私も取締役のひとりとしてですね、

そういった経営戦略についても参画させていただいております。確かに赤字が

あるというのは社として望ましいことではございません。本来、他の株式会社

であれば、内部留保等しっかり持ってやられますし、経営戦略についても思い
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切ったことができることがあると思います。世羅町、筆頭と言いますか、これ

までの経緯で言いますとやはり半分以上は町が持っていただかないと、他の者

が参入しにくいということの中で 50％持ってございます。本来であれば独立採

算的に、この社がですね、しっかり動くようにやっていただきたいのは山々で

ございますが、現状指定管理者という形で委ねている。その社において、経営

戦略を立て、さまざまな今回の自然災害、またコロナといったものを乗り越え

て、次の新しい第 20 期、挑んでいこうという心持ちで頑張っているわけで

す。さまざまなネガティブなイメージも生まれたということでございますけど

も、それを礎にしながらしっかり売り込み作戦を行っていただいております。

お陰様で全国から受注もいただくようなことがありました。新しいメンバーも

加入される中で今、ほんと頑張っている姿、皆さんもご存じいただいていると

思います。是非とも町のひとつのすばらしい施設としてですね、県民公園とも

どもひとつの夢のあるそういった場所にしっかりしていく。頑張っていければ

と考えておるところでございます。 

○議長（米重典子）ほかに質疑はありませんか。 

○２番（上羽場幸男） はい。 

○議長（米重典子） ２番 上羽場幸男議員。 

○２番（上羽場幸男） それでは決算書についてお伺いをいたします。 

まず、販売費及び一般管理費の部分になります。上から３段目の賞与の手

当、賞与手当ですね、これは前期と比べて約、倍近くになっております。今の

営業利益その他マイナスであるにもかかわらず、賞与がこうやって倍になって

おるということをどういう理由があるのか、お聞かせいただきます。 

そしてもうひとつは、別途積立金というのがございますけども、貸借対照表

の中に。それが前期より 600 万の減額になっておりますが、その理由について

もお聞かせをください。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） お答えします。賞与についてでございますけれ

ども、全社員スタッフの方々の一時金、一部パートの費用でございます。すい

ません、これはですね、レストラン調理師のアルバイトを２か月臨時で雇用さ
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れたということがございます。前調理長の退職等がございまして、急きょの対

応ということにかかるものというふうにお聞きをしております。 

それから純資産の部の状況でございますけれども、まず、利益剰余金の別途

積立金のところでございますけれども、前期積立金残額が、1550 万円ございま

して、その内から別途積立金に取り崩しをしたものが 750 万円、別途積立金へ

の積立が 150 万というところでございまして、この当期末の別途積立金の額は

950 万円というふうになってございます。 

▼【上羽場議員：「答えになってない。全然読んだだけで」】 

○商工観光課長（前川弘樹） はい。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） 申し訳ございません。前期につきましてはコロ

ナ禍のことがありまして、６月のボーナスは出されておりませんでしたけれど

も、その次の期におきましてはボーナスを出されたことによって上昇したもの

というふうにお聞きをしております。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

 ▼【上羽場議員：「いや、ちょっと待って。積立金の数字はおっしゃいまし

たけどもその訳を。」】 

○議長（米重典子） 上羽場議員、別途積立金の増減を言われたんだけど、そ

れの理由。 

○商工観光課長（前川弘樹） 訳と言いますか、このことについては、株式会

社の中で決定をされた事業でございますので中身については承知をしておりま

せん。 

○２番（上羽場幸男） はい。 

○議長（米重典子） ２番 上羽場幸男議員。 

○２番（上羽場幸男） 今の課長のおことば、とても疑う、耳を疑うという

か。この決算書発表されたわけですよね。それをちゃんと把握されてから発表

してください。ご自身がですね。今、副町長、社長でいらっしゃいますので、

社長が把握してないということはないと思いますので、その部分についてお聞

かせを再度お願いします。 

○副町長（金廣隆徳） 議長。 
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○議長（米重典子） 副町長。 

○副町長（金廣隆徳） ２番議員からご質疑をいただいていることにつきまし

て答弁をさせていただきます。 

まず賞与につきましては、担当課長より答弁させていただいたとおりでござ

いますけれども、18 期におきましては、非常にコロナ禍の前半戦という形にも

なってしまったわけでありますが、状況に応じて職員、従業員の皆様方には賞

与をですね、会社のほうへお力をいただいたというような形にならざるを得な

かったと聞き及んでおります。 

19 期におきましては、会社を、また組織をですね、進めていくためにこの賞

与の生活基盤、また給与状況についてもたいへん厳しいということで、その中

で賞与の支給が行われ、その差がこの前期とこの期に及んだものでございま

す。 

 また、まず冒頭に申しておかなくてはなりませんでしたが、株式会社セラア

グリパークにつきましては出資をした団体からそれぞれに取締役が選出をさ

れ、その中で代表取締役社長という形で私が就任をしておるわけでございます

けれども、この決算期におけます報告については町として決算を報告を受け、

それを議会に報告をさせていただくという形からも、副町長としての知り得る

範囲での答弁となりますことをご勘弁をいただきたいというふうに思うところ

でもございます。私が知り得る、また説明ができるところにつきましてはさせ

ていただきたいとも思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 その上でいわゆる決算書上のですね、別途積立金 600 万円の減という形で決

算が示されておるところでございますけれども、それにつきましては額的には

ですね、数字的には担当課より答弁をいたしましたけれども、これは 19 期の

予算の中でですね、別途積立金については 600 万円の取り崩しを行うというこ

とでセラアグリパーク、小西酒造含めてですけれども、株主総会で決定をし、

コロナ禍の痛手を受けた次の段階として、やはり先んじての買付金、そして仕

入れ等々のいわゆる運転資金等の兼ね合いの中で、別途積立金を一部取り崩し

て充てていくといった形での処理が 19 期で行われたために決算上に反映をさ

れておるものと聞いておるところでもございます。別途積立金でありますけれ

ども、やはり社としては、景気回復、また会社の業績が上向く中でまた積立金
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に戻していく。内部留保を取っていくといった形にですね、つなげていくこと

が理想であります。この 19 期につきましては、そういった今を乗り切るため

に、この別途積立金を取り崩す中で運営に充てているという状況としてこの数

字が表されてきたということでご理解をいただきたいと存じます。 

○１番（髙橋公時） 議長。 

○議長（米重典子） １番 髙橋公時議員。 

○１番（髙橋公時） 副町長からご答弁いただきましたが、４月着任というこ

とで、昨年の９月同じように私も質疑をさせていただいたところでございま

す。 

賞与だけで言いますと、先ほど２番議員が言いましたように、16 期が 230

万、17 期が 300 万、18 期が 220 万、この程度で推移しておるのに、今季なん

と 440 万。倍になっております。こういったところが非常に懸念されるのは、

昨年の９月定例会、同じ時期でございます。私は前社長に対して、売上げがや

はり３期連続赤字ですので、こういった利益が上がらなければ、賞与が出せな

い会社っていうのは今、コロナ禍においてたくさんありますと。委員会でも

私、申し述べたところ、前社長はどのように申したかと言うと、うちも同様で

あると。売上げが上がらなければ社員に対して申し訳ないが、ボーナス、賞与

を出すことはできない、このように明確におっしゃられました。しかしながら

このたびの決算をみていると、それどころか、倍額の賞与が払われている。そ

の下にも退職金とありますがまさかお伺いしてみます。前社長に対しての賞

与、また退職金がこの中に含まれているのか。そういったところも明確にして

いただきたいと思います。なぜ、考え方を変えられたのか。頑張っていこう

と、新しい体制になり、もう一度発奮するということで賞与も出し、やってい

こうという新たな社長の展開なのか。去年の 1 年前にお話ししたことと全く真

逆の売上げが上がってない、マイナス 1700 万円、普通の企業じゃ考えられま

せん。売上げがないんですよ。基金でやっと黒字にしているだけで、売上げが

全くないのに、従業員には給料も払う、ボーナスも払う。こんなことをしてい

たら会社はつぶれますよ。誰が考えても。ここをどのように受け止めておられ

るのか、再度質疑いたします。 

○副町長（金廣隆徳） 議長。 
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○議長（米重典子） 副町長。 

○副町長（金廣隆徳） お答えをいたします。18 期と 19 期の決算の対比の中

でのご質疑をいただいたところでございます。ご指摘をいただくように、やは

り企業と言いますか、その限られた運転資金の中で営業を、運営を回していく

というのは課題でありますし、使命であると受け止めているところでございま

す。大きく 18 期と 19 期が違いますのは、賞与を 18 期お出しすることができ

ていない、出していないというところ。それを 19 期につきましては、お出し

したというところであります。 

▼【髙橋議員：「聞き取れない」】 

今、ご指摘をいただきました。16 期、17 期すべての期で賞与というものは

お出しをしている。それがこの 19 期で大きく上がっているのではないかとい

うご指摘であります。この分につきましては、正社員での対応ということを特

にレストラン等につきましては、正社員雇用という形で新しく料理長をお迎え

をしたところでございます。その部分での賞与が支給が出ておるということも

ございます。パート、またあるいは短時間での勤務をいただいている方が多う

ございますけれども、その中で責任を持ってこのワイナリーの更なる堅持と、

そして運営の確立のために料理長、また正社員としてですね、経理にも携わっ

ていただける方が増えておると言いますか、料理長を正社員でお迎えしたとい

うこともあります。その以前につきましてはダイナックによる委託という形で

賃料をいただくという形でございましたので、新たに人数が増えておると、そ

ういったところが大きく違うところで、それに伴う賞与が出てきておるという

ことで、レストラン事業を委託しておりました時代と今の状況では賞与の違い

が出てきておるということでご了知をいただければと思っております。 

 また２点目でありますけれども、退職金の部分でございますが、これは株式

会社セラアグリパークの退職金の支給規程によりましてこれは行う形となりま

す。従いまして、退職をされた方については、退職手当をお支払いするという

形になります。。昨年については、２名の退職を受けたという形で聞いており

まして、その退職金の支払いによるものでございます。 

 ▼【髙橋議員：「前社長に退職金が出ておるんじゃないですか」「（聞き取れ

ない）」】 
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○副町長（金廣隆徳） 議長。 

○議長（米重典子） 副町長。 

○副町長（金廣隆徳） お答えをいたします。前任社長についての件でござい

ますけれども、これは会社の支給規程によってこれは支払いを行われておりま

す。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

○７番（藤井照憲） （挙手） 

○議長（米重典子） ７番 藤井照憲議員。 

○７番（藤井照憲） １年前と似たような質問になりますけれども、明確に答

えていただきたいと思います。まず最初にですね、売上高に、損益計算書と 20

期の予算書、ここを比較してお聞きしたいと思います。 

 売上高がですね、２億 1615 万 8000 円、こういう決算でございますけれど

も、20 期ではですね、売上げを２億 3278 万 8000 円。伸び率としたら 7.7％伸

びております。去年もここの部分を追及したとこのように覚えております。去

年はここで青い鳥が飛んできたんですけれども、今年は青い鳥もまた出てくる

でしょうか。この考えの要因を聞きたいと思います。7.7％伸びるのはいいも

の作ったら売れるんですよと、こういう回答では困ります。データがこういう

データがあって、7.7％の伸びが約束できると。次の予算書には計上できる

と、こういった説明をいただきたいと思います。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） お答えします。来期の件でございますけれど

も、来期たとえば売上げ高、ショップ、醸造、レストラン、足湯のところで 1

億 8725 万円を予算として挙げていらっしゃいますけども、実績数値の 119％を

見込んでおられます。ひとつありますのは、やはりレストランにおきまして

は、新料理長雇用されまして、グランドメニューの変更により集客の確保であ

ったり、店舗外収益の強化、要は仕出しとか総菜とか、そういったことを許可

を取られて取り組みを進められるというところでございます。 

ショップ、ワインにつきましてはですね、やはり営業を会社として強化をさ

れまして、社員全員による外部へ営業の強化でありましたり、ワイン、たとえ
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ば近隣市町さんの物販とセットにして地域を応援していただくような商品の展

開を考えていらっしゃいます。それと併せまして集客対策としますと、ワイナ

リーが目的地となるように、各種イベントの取り組みや、各種施設との連携強

化ということを考えていらっしゃいます。その中で実績でいきますと、ショッ

プにつきましては昨年と比べますと 102％、レストランにつきましては

155％、ワイン醸造については 114％、足湯については 69％の対比ということ

で今年の予算組みをされまして、出店加工等、これは初めてのことでございま

すので 250 万、そのトータルが１億 8725 万円というふうにお聞きをしている

ところでございます。 

○７番（藤井照憲） はい。 

○議長（米重典子） ７番 藤井照憲議員。 

○７番（藤井照憲） 今年は青い鳥が飛んで来なかったのが残念なとこなんで

うが。 

続いて損益計算書の雑入、これは先ほど来の同僚議員の質問でもありました

ように 2726 万 4000 円これは基金の取り入れとか、コロナ対策の交付金、こう

いったもので大きく伸びているものでございます。そこでもう少し考えていた

だきたいのは、要は先ほどもありましたけれども、広告宣伝費が伸びてない。

一方では外注費が伸びている。広告宣伝費は伸びてない。外注費が伸びてい

る。要はやっぱり販売促進の外注かなと想像するんですけれども、いずれにし

てもワインがですね、136％アップしていると。これは私も去年頑張ってほし

いという部分で、質問して、その成果が出てですね、危機感を持って取り組ま

れた。こういったところが現われた。このように思います。要はさまざまな努

力をした。ですけど、ちょっとだけ聞いてみたいのはですね、青い鳥ワインは

いくら売上げがあったのか、お伺いします。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） お答えします。手元に資料を持っておりません

ので後ほど報告させていただきます。 

○副町長（金廣隆徳） 議長。 

○議長（米重典子） 副町長。 
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○副町長（金廣隆徳） お答えをいたします。議員からご質疑いただきました

のは、広告宣伝費の部分もあります。外注費の部分がございます。広告宣伝費

につきましてはちらし等も配布をしておりますけれども、この部分につきまし

ては、できる限り安価に調達できるように、社内の印刷機等で印刷する場合も

ございます。できるだけ経費も抑えていきたいということで、今までのように

ですね、どう言いますか、高価な紙を使ってということにならない部分もござ

いますが、できるだけ広告宣伝を効率的に打っていこうということで、抑える

ということを行った経緯もあるように聞いてもおるところでもございます。 

そして外注費でございますけども、これは大きく伸びてございますが、外注

費はご案内のようにいわゆる花の輪 2020 と言いますか、全国都市緑化祭の会

場に世羅夢公園が指定をされていただいたこともございます。それは繰越

等々、期間中の部分ではですね、その支払いがいわゆる後の年度で払うような

こともあったりしたものですから、そちらで払っておる全国都市緑化祭に関わ

る経費の払い分、外注費分がですね、入っておりますので、そちらが大きく伸

びているといった形になってございます。 

そして青い鳥プロジェクトの中での現在、限定販売をしております 1500 本

だったと思いますけれども、現在、販売中でございまして、その今、半分と言

いますか、道中にきているところでございまして、これからもこの貴重な財源

としていただきましたものをですね、しっかりと広告宣伝し、ＳＤＧｓ、ブッ

ポウソウの部分も前面に広告宣伝を打ちながら皆様方にお買い上げをいただけ

たらというふうに思っておるところでございます。 

○７番（藤井照憲） 議長。 

○議長（米重典子） ７番 藤井照憲議員。 

○７番（藤井照憲）引き続いてですね、青い鳥を求めていただきたいと思いま

す。 

最終的にこの 1354 万 3000 円という次期繰越金という処理になっておりま

す。来期の予算で、この売上原価、これはほぼ横ばい 9515 万 7000 円、販管費

も 1 億 3397 万 7000 円と若干９６％弱で抑え込んであります。この結果、繰越

を含めて 1858 万 6000 円、これが当期利益で計上されております。ここで心配

なのはですね、販管費を抑え、売上原価を抑える。売上げを伸ばした予算、こ
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れが正しいのかどうかということなんです。要は緊縮財政で景気を回復させ、

会社を立て直そうと、これができるかどうか。たとえば売上げに見合う、売上

原価、販管費、これらをキープしてですね、キープでなくて伸ばして、今、三

次ワイナリー、よそのこと言って変ですけど、三次ワイナリーとか、須波ワイ

ナリーとか、それから山野狭のワイナリーがそこそこ立ち上がってですね、競

争がますます激化する。その中で個性的なワインと、汎用性の高いワイン、こ

れらの試作を繰り返しながらですね、伸ばしていかなきゃいけない。そうする

と販管費もある程度伸びがいる。売上原価にあたっても仕入れる必要がありま

すから高くなってくる。こんなことも想像するんです。そうすると、来期の戦

略っていうのがちょっと見えにくいんですよ。緊縮財政で来季の展望っていう

のはどのようになっているんでしょうか、お伺いします。 

○副町長（金廣隆徳） 議長。 

○議長（米重典子） 副町長。 

○副町長（金廣隆徳） ７番議員からのご質疑にお答えをさせていただきま

す。まず私の知り得るところで答弁をさせていただきたいと、まずと言います

か、知り得るところで答弁させていただきますが、やはり予算書からなかなか

つかみにくいといった形にはなってまいります。おっしゃりますように、販管

費を抑えて売り上げが伸びていくということは、今、販売管理をしていく上で

無理をしているところがあるんじゃなかろうかというようなところがご指摘の

ところだと思います。 

この販管費につきましては、19 期でいわゆる備品等の調達を行ったこともご

ざいまして、20 期につきましては、その備品、ステンレスタンクを調達したこ

とがございます。これは小ロット、いわゆる限定醸造等をですね、ブレンド等

する場合のひとつの道具、備品、消耗品として調達をしましたけれども、そう

いったところが 20 期については減額となりますので、販管費、そういった

諸々の 19 期であつらえたところがないということで、現在のやってきたこと

をぐっと圧縮するということではないということでお聞きをしておりますし、

そのような構成と聞き及んでおります。 

そして売上げ高についての伸びというものをどうみるかというところをご指

摘と言いますか、お尋ねをいただいておるところでございます。やはり他に全
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国あまねくワイナリーがあるということでですね、せらワイナリーも 15 年を

迎えましたけれども、この後の展開というものが見えてこないといけないとい

うことでございます。ご存じのように、マスカット・ベーリーA が今代表選手

として出てきておるわけでございますけれども、世羅台地の気候や風土を象徴

する品種としてはずっと続けてまいりたいと、そのように思ってございます。  

それとぶどうを知っていただくということで、やはり醸造部門のですね、こ

れは日々続けていかなくてはなりませんけれども、見学を受け入れていく。ま

た皆さんに知っていただくということは今までどおりこの 19 期からもです

が、ちらしであるとか、レストランの広告等もしっかり行っていくことで、皆

さんにお出でていただいて、知っていただいてお買い求めいただくということ

で、この売上げは確保していきたい、伸びていきたいということでございま

す。 

またこの 19 期の後半からはですね、この令和３年４月以降につきましては

ですね、全国チェーンの量販店へも取引きを開始をしていただいていることが

追加として業務へ出てきておりまして、その部分のですね、量販店へのしっか

りとした営業、そして普段からの社員が営業に回らさせていただいたり、店頭

を訪問をして、しっかりとした売り込みで消費者の方にも手に取っていただけ

るということを目指してまいりたいということでのこの営業方針が出されてお

るところでございます。ぶどうの残さ等のですね、そういった有効利活用も含

めてこれからは行っていくことも必要だろうというふうに受け止めさせていた

だくところもございます。今までとはまた違う、そして今まであるものを更に

有効に利活用していくということも今、課題として受け止めなければなりませ

んし、これから検討してまいらなければならないと、その分についてご意見と

しても頂戴させていただいて、これからの当面の検討課題として取り組んでい

ただきたいと思っておるところでございます。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 経営の状況について、一定に説明をいただいたんです

が、具体的に先ほど来も出ておりますが、今後の食堂の経営がこれまでどうい
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う理由で撤退をされたんか知りませんが、やはり採算が取れないと。そこがき

ちっと採算が取れるような形にするというのもひとつの課題ではないかと思う

んですが。その点では課長は触れられてはおりましたが、新しい料理長です

か、それを中心に努力はされておるんですが、直営になって厳しいコロナ禍と

いう問題もあるんですが、最低限きちっと多少の赤字が出るのはどうにして

も、独立採算というんですか、きちっと経営をしていくんだという格好でない

と、そりゃ、同じようにワインの製造についても、一定に売上げは伸びている

かもしれませんが、適正在庫を維持しながら生産量をきちんと販売をしていく

という戦略の中で、３万 6000 本ですかね。という数字もあったかと思うんで

すが、やはりこれらがですね、大幅に増えるということにはいかんにしてもで

すね、量販店で買っていただいたというようなことを言われるんですが、そこ

らもきちんと先ほど言ったように生産と販売をみながら、どう利益というか、

採算を取っていくか。こういう考えが必要なんではないかと思うんですが、こ

れらについて。 

それから指定管理でやっているというような町長の答弁であったように、指

定管理がどうとか、そのことを問題にする言うんじゃないんですが、基本的に

はやっぱり社長が副町長ですからね、そこは出資も半分以上を出しとるわけで

すから、そこが全部を責任を持つということにはいきませんがね、醸造を中心

にしとるわけですから、そこらはきちっと小西酒造もそれなりの責任を持って

もらうし、町としても何が何でもこれを、経営を継続していくんだという決意

の中でですね、民間のノウハウを一定に活かしてやられてはおると思うんです

が、最終的に農家の皆さんがですね、ワイン用のぶどうを生産して所得が非常

に良かったということになるかどうか、所得が上がって、そうした中で、展望

が拓けるということも重要な課題なんで、そこら辺は、今後コロナがどのよう

に推移していくかということはわかりませんが、もうちょっと厳しい経営の中

で、今後の展望を示しながらね、頑張っていく必要があるというように私は思

うんですが、それらについてお尋ねします。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） お答えします。レストランの関係、ワインの関



23 

 

係、指定管理の関係、３点ご質問があったというふうに受け止めております。 

まずレストランについてでございますけれども、先ほど新しい料理長をお迎

えしたということはございますが、やっぱりコロナ禍で広島の有名どころの料

理長がそちらを退職されたので、ご縁があって世羅の場に来ていただきまし

た。一方レストランをいかに発展させるためにどうしたらいいかということ

で、商工会様を通じまして、お料理のフードコーディネーターと言いましょう

か、そういう方に入っていただいて、分析をしていただいてワイナリーの現

状、どういうお料理が好まれて売れていっているかということを踏まえてです

ね、取り組みを進めておられるところでございます。ワイナリーは山の中に入

ったほんとのワイナリーということでございまして、以前のようにバスが大量

に来るようなことはございませんが、ご家族で非常に楽しんでいただくという

中で、コロナの状況あるのでレストラン、満杯に入れることはできませんの

で、その中で高品質と言いましょうか、高めの料理を頼んでいただくような状

況に取り組んでいただいているところでございます。 

レストランの状況でお聞きしますと、コロナ禍が終息しましても、以前のよ

うにお客様が 100％戻って来られるかということは不透明でございまして、あ

る程度 70％とか 80％しか戻って来られん。逆にテイクアウトとかそういった

ことが増えていくんじゃないかということで取り組みを進めておられますの

で、たとえば弁当とか、総菜ということで、せらワイナリーさんのお弁当につ

きましては、たとえば役場でいきますと、金曜日に 650 円で食べることができ

ます。毎週毎週違ったメニューなので好評を博していらっしゃいます。そのテ

イクアウトとか、お弁当、非常に美味しいよねということは逆に今度行ってみ

て食べようねということにつながっていきますので、そういった意味ではそう

いう取り組みをすることによりまして、年末とか年始につながっていければと

考えてございます。 

 ワインについてでございます。ワインについてでございますが、19 期は

36000 本弱、強。18 期については、27000 本強でございましたので、伸びてご

ざいます。今期につきましてはワイナリー様もご努力をされまして、20 期につ

きましては６万 8000 本売っていくという思いで取り組みを進めていらっしゃ

るところでございます。やはり世羅町のぶどう 100％、そういったもの使って
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のワインでございますので、日本産ワインということで非常にそういういいも

のをお届けすると。外からもいろいろと引き合いというか、昨年でいきます

と、某駐屯地いうか、からも大量に発注があったということがございますの

で、多くの方にお届けできるということでワイナリー様もＰＲ、発信に努めて

いらっしゃいます。 

 ３点目として指定管理制度でございます。先ほど来、小職の表現が足りてま

せんで、他人事のようにやっとるんじゃないかということがありましたけれど

も、私としましては、指定管理施設であるせら農業公園、せら県民公園をいか

に守っていくかということで適宜指定管理者と話しをさせていただいておりま

す。その指定管理者が表現むずかしいですが、たまたま第３セクター様でいら

っしゃいますので、その中に私は役員でもありませんし、社員でもございませ

ん。そういった意味でいろいろ会社とキャッチボールをする中で取り組みを進

めております。ですから先ほど触れましたけれども、夢高原市場、ミニＳＬさ

ん、それからレストランさん、ワインショップ、県民公園、などの店長会議、

月１回の店長会議がございます。そういったものに私どもも入らせていただい

ていかに発信していくかというところで取り組みを進めております。ですから

私も自分の職務をわきまえつつ取り組みをしておりますので、ややもしますと

取り組みが浅いというふうにお感じになられたとすれば、お詫びを申し上げた

いというふうに考えてございます。そういった意味でワインの状況、コロナの

状況、これから変化していきますので、そういう状況見ながらどういうサポー

トの仕方があるのかということで、担当課、商工観光課も頑張ってまいりま

す。 

○副町長（金廣隆徳） 議長。 

○議長（米重典子） 副町長。 

○副町長（金廣隆徳） 担当課より答弁をいたしましたが、私よりやはりです

ね、第３セクター、株式会社セラアグリパークにつきましては、社長へのやは

り提言と言いますか、というところでご質疑をいただいたところでございます

ので、少し充足をさせていただきたいと思います。 

まずはですね、セラアグリパークにつきましては、設立当初から独立採算性

ということで進められてきております。この形につきましては、この後も堅持
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をし、それに向いてしっかりと頑張っていただく形になりますし、そのように

町からも伝達をしっかりとしていかなければならないと思ってございます。 

次に生産と販売をきちんと足並みを揃えてということでございますけれど

も、やはり生産販売にこだわると言いますか、特化する以前にぶどう農家さん

からの良いぶどうをいただいていく。そして世羅産 100％のものを世羅の産品

として、せらワイナリーの味として皆様に手に取っていただくという形が必要

でございます。引き続き醸造担当、またワイナリーの醸造スタッフも含めてで

すね、生産していただいております農家の皆様方としっかりと綿密に連携を取

って進んでいくことが必要だろうと思ってございます。良いぶどうで良いワイ

ンを作っていくということをしっかりと訴えていかなければならないとご指摘

をいただいたものと思ってございます。 

最後にですね、やはりレストラン部分でありますけれども、こちらについて

は新メニュー、グランドメニューの展開もしておるところですが、今、コロナ

禍ということでその歩みがですね、少しゆっくりめになってきてございます。

これからの状況見ながらしっかりと広告宣伝を打ち、そして皆さんにご存じい

ただく中で町内の皆様方にもお立ち寄りいただける場づくりに努めていってい

ただきたいということではなかろうかと受け止めさせていただきました。最後

にここではですね、私、社におきましては、職をいただいておりますけれど

も、そこでの決意表明ということにはなりませんけれども、今いただいたこと

をしっかりと社のほうに町から伝達をさせていただきたいと思うところでござ

います。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 副町長が良いぶどうということでは、やっぱり生産をし

ていく技術いうか、そういうものも大事なんですが、今年のような異常気象の

中で現在の状況は把握をしてないんですが、新聞等によると、劣化をするぶど

うが多いとかいうようなことが報道されておりますが、そういうことになると

品質的にはどうなんかなという心配もあるんですが。そうは言っても気象を変

えるということはできないんですが、農家の皆さんにきちんとしたどういうん

ですか、管理言うたらおかしいかもわからんが、いいものをね、生産していた
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だくということは非常に重要な点であるということは私も思いますので、そこ

ら気象条件等もなかなか的確に把握はできんのんでしょうが、考えながら少し

でもそれに応じた生産というか、適宜に醸造していくというような取り組みも

連携は取られておると思うんですが、生産者と醸造会社がきちっと力を合わせ

てですね、やっていくというのも非常に私は重要なんではないかと思うんです

が、この点ではどのようになっておりますか。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） お答えします。新聞紙上でいろいろご心配をお

かけしているところでございます。今、ワイナリー側からお聞きしております

醸造ぶどうの収穫見込みでございますけれども、2020 年実績でいきますと、７

万 335 キロで 2021 年予想としますと８万 4300 キロというふうにお聞きしてお

りますので、そこまでの、お聞きしとる予想からするとダメージはどうなのか

なというとこは思うところでございます。 

それとぶどう農家さんの関係でございますが、産業振興課とも連携をさせて

いただきまして、世羅ぶどう生産組合様であったり、あるいはワイナリーさん

の醸造担当、あるいは県の指導機関と連携をしながら、植栽とかそういったこ

とを見つつ、ぶどうの植栽を推進していきまして、いいぶどう、ぶどうの声を

聞きつつ醸造担当がいいぶどうを作っていくというところを聞いておるところ

でございます。やはり世界的にも気候、その年の状況によって偉大なワインが

できたり、いろいろな状況がございます。世羅のワイン、ぶどうが持っている

ポテンシャルを十分に発揮できるよう、醸造担当、生産者含めましてご努力さ

れる、そういったところを町としてどのようなサポートができるかということ

になってまいろうかと思います。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。よろしいですか 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

以上で、報告第 6 号 株式会社セラアグリパーク第 19 期営業報告並びに株

式会社セラアグリパーク第 20 期予算等の報告について を終わります。 

 ここで休憩といたします。再開は 10 時 35 分といたします。 



27 

 

 

 休  憩  １０時２０分 

再  開  １０時３５分 

 

○議長（米重典子） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

○副町長（金廣隆徳） 議長。 

○議長（米重典子） 副町長。 

○副町長（金廣隆徳） 失礼いたします。発言の許可をいただきましたので、

先ほどの報告第６号中、藤井議員からのご質疑をいただいた中での答弁に際し

まして私の答弁に訂正がございますので、訂正をさせていただきます。 

青い鳥プロジェクトによります青のワインでございますけれども、本数につ

きましては 1000 本の醸造を限定でさしていただいておりましたところでござ

います。1500 本と答弁いたしましたのでその部分訂正をさせていただきます。

また追加報告となりますけれども、現在 900 本皆様方にお買い上げいただいて

おりまして、残り 100 本が店頭での販売となっております。以上、訂正と追加

報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（米重典子） 日程第 2 承認第 5 号 専決処分の承認を求めることに

ついて を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。   

○財政課長（矢崎克生） 議案２ページをお開きください。 

承認第５号 

   専決処分の承認を求めることについて 

 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 179 条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、町議会の承認を求

める。 

  令和３年９月８日 提出 
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               世羅町長  奥 田 正 和 

 次ページをご覧ください。 

専決処分第７号 

 

   専 決 処 分 書 

 

   令和３年度世羅町一般会計補正予算（第３号） 

 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 179 条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

令和３年８月 23 日 

               世羅町長  奥 田 正 和 

  次ページをご覧ください。 

１ 専決処分の内容 

  令和３年度世羅町一般会計予算について、歳入歳出それぞれ 30,000 千円

を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 11,187,087 千円とした

ものでございます。 

  歳入は、繰入金 30,000 千円を増額したものでございます。 

  歳出は、災害復旧費 30,000 千円を増額したものでございます。 

  令和３年８月豪雨災害の被害に対応するため、町議会を招集する時間的余

裕がないと認め、地方自治法第 179 条第１項の規定により専決処分すること

としたものでございます。 

２ 専決処分年月日 

  令和３年８月 23 日 でございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 一般質問でも一定のご答弁をいただきましたが、今回災
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害復旧の工事の測量設計ということですが、この 3000 万円で見通しとしては

全部ができるという設計についてはということかもしれませんが、３年はかか

らんかもしれませんが、一定の期間がかかるんじゃないかと。設計をしないと

査定が受けられんということもあるんかもしれませんが、そこら辺、詳しくな

くてもいいんですが、どういう考え方で専決処分をしたんだというのをお尋ね

します。 

○建設課長（福本宏道） 議長。 

○議長（米重典子） 建設課長。 

○建設課長（福本宏道） 今回の専決処分についてでございますけども、８月

11 日から 22 日、概ね 22 日頃まで降り続いた雨の影響でございまして、災害箇

所数が現在までに 31 件入ってきております。この災害につきましては概ね 2

か月以内に査定を受けて実施するということになってございますので、その査

定設計を作るため、23 日に専決処分をいただき、その日に測量設計の業務発注

準備に取り掛かりまして、現場までに契約を済ませ、すでに測量業務の測量に

現場のほう着手しとるところでございます。 

今後、すでにですね、２週間程度経過しておりますので、残る１か月以内く

らいのところでですね、査定設計書を作成し、査定の受検に備える予定として

いるところでございます。また査定決定後はですね、これから計上を予定して

おります工事費を持ちまして速やかに発注をし、速やかな復旧に努めていく考

えでおります。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論は、ありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。                  

これより採決いたします。 

本案については、承認することに賛成の方の起立を求めます。       

（起立全員） 
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起立全員 であります。 

したがって、承認第 5 号 専決処分の承認を求めることについて は、   

承認することに決定されました。                     

 

日程第 3 諮問第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○町長（奥田正和） はい。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） 議案集５ページをお開きください。 

諮問第１号 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

 人権擁護委員法（昭和 24 年法律第 139 号）第６条第３項の規定により、次

の者を人権擁護委員に推薦することについて、町議会の意見を求める。 

 令和３年９月８日 提出 

世羅町長  奥 田 正 和 

氏  名   生田 そのえ 

生年月日   昭和 28 年 

住  所   世羅町大字赤屋 

 

提案理由でございます。 

 人権擁護委員の生田そのえさんが、令和３年 12 月 31 日をもって任期満了と

なるので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、町議会の意見を求める

ものでございます。 

生田さんの経歴について若干お伝えをさせていただきます。 

昭和 55 年に甲山町役場、旧甲山町役場に就職されております。合併後、平

成 24 年３月をもって世羅町役場を退職となってございます。 

平成 24 年 10 月から人権擁護委員をお務めいただき、現在まで３期、お務め

をいただいております。役場在職中にも長年人権担当者として熱意を持って人
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権問題に取り組んで来られました。人柄は明るく温厚で話しやすく、地域との

つながりも広く、多くの住民から信頼を得ておられます。また何事にも積極的

で人権擁護への熱意と意欲がございまして、委員として適任であると考えてお

ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより採決いたします。本案の採決は、無記名投票で行います。    

議場を閉鎖します。 

(議場の閉鎖) 

ただいまの出席議員は １１ 名であります。 

投票用紙を配ります。 

(投票用紙の配布)                            

念のため申しあげます。記載の方法は、本案に適任と思われる方は「賛成」

と、適任でないと思われる方は「反対」と記載願います。 

投票用紙の配付もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

配付もれなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

異常なしと認めます。 

ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読みあげますの

で順番に投票願います。 

○事務局長（黒木康範） （点 呼） 

1 番  髙橋公時議員 2 番 上羽場幸男議員 3 番  上本 剛議員 

4 番  矢山 武議員 5 番  向谷伸二議員 6 番  田原賢司議員 

7 番  藤井照憲議員 8 番  松尾陽子議員 9 番  徳光義昭議員  

10 番 久保正道議員 11 番 山田睦浩議員 以上でございます。 

（点呼順に投票） 
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○議長（米重典子） 投票もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

投票もれなしと認めます。投票を終わります。 

開票を行います。 

会議規則第 32 条第 2 項の規定により、立会人に 2 番 上羽場幸男議員  

3 番  上本 剛議員 を指名いたします。 

立会人の立会いをお願いします。 

（開    票） 

（投票結果報告） 

 投票の結果を報告いたします。 

投票総数  １１  票  

これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

そのうち  有効投票  １１  票  

無効投票   ０  票 であります。    

有効投票のうち 賛 成  １１   票  

 反 対   ０   票  

以上のとおり （  賛 成  ） が多数です。 

したがって、諮問第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて は、生田そのえ〈いくたそのえ）さんを 適任とすることに決定しまし

た。 

ここで議場の出入り口を開きます。 

（議場の出入り口を開く）  

  

 日程第 4 諮問第 2 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て を議題といたします 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○町長（奥田正和） はい。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） 議案集６ページをお開きください。 

諮問第２号 
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人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

 人権擁護委員法（昭和 24 年法律第 139 号）第６条第３項の規定により、次

の者を人権擁護委員に推薦することについて、町議会の意見を求める。 

 令和３年９月８日 提出 

世羅町長  奥 田 正 和 

氏  名   中土居 信行 

生年月日   昭和 27 年 

住  所   世羅町大字伊尾 

 

提案理由でございます。 

 人権擁護委員の中土居信行さんが、令和３年 12 月 31 日をもって任期満了と

なるので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、町議会の意見を求める

ものでございます。 

中土居氏の経歴について若干触れさせていただきたいと思います。 

民間会社お勤め後、昭和 47 年から甲山町役場に就職をされております。平

成 16 年９月末をもって合併時でございますが、甲山町役場を退職となってご

ざいます。平成 28 年１月１日から人権擁護委員をお務めいただき、現在２期

目をお務めいただいているところでございます。 

中土居委員につきましては、豊かな知識と人間性にすぐれ多くの住民から信

頼を得ております。その人柄は温厚で統括力がございます。町の役場勤務及び

民主団体の活動を通しまして熱心に人権啓発を推進されてこられ委員として適

任であると考えておるところでございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより採決いたします。本案の採決は、無記名投票で行います。 

議場を閉鎖します。 

(議場の閉鎖) 
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ただいまの出席議員は １１ 名であります。 

投票用紙を配ります。 

(投票用紙の配布) 

念のため申しあげます。記載の方法は、本案に適任と思われる方は「賛成」

と、適任でないと思われる方は「反対」と記載願います。 

投票用紙の配付もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

配付もれなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

異常なしと認めます。 

ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読みあげますの

で順番に投票願います。 

○事務局長（黒木康範） （点 呼） 

1 番  髙橋公時議員 2 番 上羽場幸男議員 3 番  上本 剛議員 

4 番  矢山 武議員 5 番  向谷伸二議員 6 番  田原賢司議員 

7 番  藤井照憲議員 8 番  松尾陽子議員 9 番  徳光義昭議員  

10 番 久保正道議員 11 番 山田睦浩議員 以上でございます。 

（点呼順に投票） 

○議長（米重典子） 投票もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

投票もれなしと認めます。投票を終わります。 

開票を行います。 

会議規則第 32 条第 2 項の規定により、立会人に 4 番  矢山 武議員 

5 番  向谷伸二議員 を指名いたします。 

立会人の立会いをお願いします。 

（開    票） 

（投票結果報告） 

 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数  １１  票  
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これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

そのうち  有効投票  １１   票  

無効投票    ０  票 であります。 

有効投票のうち 賛 成  １１  票  

 反 対   ０  票  

以上のとおり （  賛 成  ） が多数です。 

したがって、諮問第 2 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて は、中土居 信行（なかどいのぶゆき）さんを 適任とすることに決定

しました。  

ここで議場の出入り口を開きます。 

（議場の出入り口を開く） 

 

日程第 5 諮問第 3 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て を議題といたします 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○町長（奥田正和） 議長。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） 議案集７ページをお開きください。 

諮問第３号 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

 人権擁護委員法（昭和 24 年法律第 139 号）第６条第３項の規定により、次

の者を人権擁護委員に推薦することについて、町議会の意見を求めるものでご

ざいます。 

 令和３年９月８日 提出 

世羅町長  奥 田 正 和 

氏  名   見藤 孝二 

生年月日   昭和 32 年 

住  所   世羅町大字黒川 
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提案理由でございます。 

 人権擁護委員の伴場幸子さんが、令和３年 12 月 31 日をもって任期満了とな

るので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、町議会の意見を求めるも

のでございます。 

 見藤氏の経歴について申し述べます。 

 昭和 57 年より小学校に勤務を始められました。その間、県内各地において

勤務をされ、平成 22 年に教頭となられております。平成 31 年３月末をもって

定年退職されましたが、その後も世羅町立せらにし小学校において再任用とし

て勤務もいただいております。現在は、世羅小学校において講師をお勤めいた

だいているところでございます。先ほど提案理由で申し上げましたように、伴

場幸子委員について任期満了になりますので、新たに法務大臣に推薦するもの

でございまして、豊かな知識と人間性を持ち、多くの住民から信頼を得ておら

れます。その人柄は非常に温厚で包容力、統括力もございます。また、長年の

学校勤務でも人権教育や啓発活動を推進してこられ、委員として適任であると

考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより採決いたします。本案の採決は、無記名投票で行います。 

議場を閉鎖します。 

(議場の閉鎖) 

ただいまの出席議員は １１ 名であります。 

投票用紙を配ります。 

(投票用紙の配布) 

念のため申しあげます。記載の方法は、本案に適任と思われる方は「賛成」

と、適任でないと思われる方は「反対」と記載願います。 

投票用紙の配付もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

配付もれなしと認めます。 
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投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

異常なしと認めます。 

ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読みあげますの

で順番に投票願います。 

○事務局長（黒木康範） （点呼） 

1 番  髙橋公時議員 2 番 上羽場幸男議員 3 番  上本 剛議員 

4 番  矢山 武議員 5 番  向谷伸二議員 6 番  田原賢司議員 

7 番  藤井照憲議員 8 番  松尾陽子議員 9 番  徳光義昭議員  

10 番 久保正道議員 11 番 山田睦浩議員 以上でございます。 

（点呼順に投票） 

○議長（米重典子） 投票もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

投票もれなしと認めます。投票を終わります。 

開票を行います。 

会議規則第 32 条第 2 項の規定により、立会人に ６番 田原賢司議員 

７番 藤井照憲議員 を指名いたします。 

立会人の立会いをお願いします。 

（開    票） 

（投票結果報告） 

 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数  １１   票  

これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

そのうち  有効投票  １１   票  

無効投票   ０   票 であります。 

有効投票のうち 賛 成  ９   票  

 反 対  ２   票  

以上のとおり （  賛 成  ） が多数です。 

したがって、諮問第 3 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて は、見藤孝二（みとうこうじ）さんを 適任とすることに決定しまし
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た。 

ここで議場の出入り口を開きます。 

（議場の出入り口を開く） 

  

日程第 6 同意第 3 号 世羅町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについてを議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○町長（奥田正和） 議長。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） 議案集８ページをお開きください。 

同意第３号 

世羅町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに 

ついて 

 

 地方税法（昭和 25 年法律第 226 号）第 423 条第３項の規定により、次の者

を世羅町固定資産評価審査委員会委員に選任することについて、町議会の同意

を求める。 

  令和３年９月８日 提出 

世羅町長  奥 田 正 和 

氏  名   奥川 省三 

生年月日   昭和 27 年 

住  所   世羅町大字黒川 

任  期   令和３年 10 月１日から令和６年９月 30 日まで 

 

提案理由でございます。 

 世羅町固定資産評価審査委員会委員の中山輝美さんが、令和３年９月 30 日

をもって任期満了となるので、世羅町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて、地方税法第 423 条第３項の規定により、町議会の同意を求めるものでご

ざいます。 

 奥川氏の経歴についてでございます。昭和 49 年より旧世羅西町役場のほう
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で採用となられております。平成 25 年３月末をもって退職されるまでの間、

税務課、建設課、住民課、また学校教育関係、最終的には環境整備課長へお務

めいただいてございます。長年行政経験豊富でございまして、委員として適任

であると考え提案するものでございます。どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより採決いたします。本案の採決は、「無記名投票」で行います。 

議場を閉鎖します。 

(議場の閉鎖) 

ただいまの出席議員は １１ 名であります。 

投票用紙を配ります。 

(投票用紙の配布) 

念のため申しあげます。記載の方法は、本案に同意と思われる方は「賛成」

と、同意しないと思われる方は「反対」と記載願います。 

投票用紙の配付もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

配付もれなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

異常なしと認めます。 

ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読みあげますの

で順番に投票願います。 

○事務局長（黒木康範） （点呼） 

1 番  髙橋公時議員 2 番 上羽場幸男議員 3 番  上本 剛議員 

4 番  矢山 武議員 5 番  向谷伸二議員 6 番  田原賢司議員 

7 番  藤井照憲議員 8 番  松尾陽子議員 9 番  徳光義昭議員  

10 番 久保正道議員 11 番 山田睦浩議員 以上でございます。 
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（点呼順に投票） 

○議長（米重典子） 投票もれはありませんか。 

（「なしの声」あり） 

投票もれなしと認めます。投票を終わります。 開票を行います。 

会議規則第 32 条第 2 項の規定により、立会人に ８番 松尾陽子議員 

９番 徳光義昭議員 を指名いたします。 

立会人の立会いをお願いします。 

（開    票） 

（投票結果報告） 

投票の結果を報告いたします。 

 投票総数  １１  票  

これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

そのうち  有効投票  １１  票  

無効投票   ０  票 であります。 

有効投票のうち 賛 成  ８   票  

 反 対  ３   票  

以上のとおり （  賛 成  ） が多数です。 

したがって、同意第 3 号 世羅町固定資産評価審査委員会委員の選任につき

同意を求めることについて は、奥川省三（おくがわしょうそう）さんを同意

することに決定しました。  

ここで議場の出入り口を開きます。 

（議場の出入り口を開く） 

 ここで換気のため５分程度の休憩といたします。再開は 11 時 25 分といたし

ます。 

 

休  憩 １１時１８分 

再  開 １１時２５分 

 

○議長（米重典子） 休憩を閉じて会議を再開します。 

日程第 7 議案第 47 号 世羅町手数料条例の一部を改正する条例 を議題と
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いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○町民課長（山口 徹） 議長。 

○議長（米重典子） 町民課長。 

○町民課長（山口 徹） 議案の９ページをお開きください。 

議案第 47 号 

世羅町手数料条例の一部を改正する条例 

 

世羅町手数料条例（平成 16 年世羅町条例第 54 号）の一部を改正する条例を

別紙のとおり提出する。 

令和３年９月８日 提出 

      世羅町長  奥 田 正 和 

提案理由でございます。 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

（平成 25 年法律第 27 号）の一部を改正する法律が令和３年９月１日に施行さ

れたことに伴い、世羅町手数料条例を改正することについて、町議会の議決を

求めるものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○６番（田原賢司） （挙手） 

○議長（米重典子） ６番 田原賢司議員。 

○６番（田原賢司） 先ほど公務事務手数料 800 円を預かってという話になっ

ていたんですが、それで言いますとこれまで入っていた 800 円はそのままその

団体のほうへという流れになるということでいいんでしょうか。それとその団

体のほうへ流れるということであると、交付事務手数料のほうはまた、国のほ

うから上乗せがあるんでしょうか。 

○町民課長（山口 徹） 議長。 

○議長（米重典子） 町民課長。 

○町民課長（山口 徹） お答えいたします。議員のご質問にあります手数
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料、今までは町の収入として、歳入として入っておりました。今後は改正によ

りまして、いったん預かってシステム機構のほうへ納付するということになり

ますが、よって手数料自体は歳入が減るということにはなってまいります。し

かしながら今までも国から出ます補助金、マイナンバーカードの事務に関する

補助金、こちらのほうの補助からですね、計算のときに再交付で入りました手

数料は引いておりました。今後は、今度はそれについては、再交付手数料当

然、町がもらっておりませんので、引くことはなくなるというふうに考えてお

りますので、そういう点を考えますと、歳出的にはですね、差引きは変わらな

いというふうになるものと考えております。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。  

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 47 号 世羅町手数料条例の一部を改正する条例 は 

原案のとおり可決されました。 

  

日程第 8 議案第 48 号 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について を議題といたしま

す。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○総務課長（広山幸治） 議長。 

○議長（米重典子） 総務課長。  

○総務課長（広山幸治） 議案 11 ページをお開きください。 
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議案第 48 号 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について 

 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（令和３年法律第 19 号）

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を別紙のとおり提出する。 

令和３年９月８日 提出 

      世羅町長  奥 田 正 和 

  

 提案理由でございます。 

過疎地域自立促進特別措置法の失効及び過疎地域の持続的発展の支援に関す

る特別措置法の制定に伴い、関係条例の規定を整備すること及び所要の規定の

改正を行うため、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について町議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） これまでの自立促進という方向から持続的発展というよ

うな名前が変わるわけですが、この過疎の振興について、過疎を食い止めると

いうか、少しでも過疎を全然進まないということにはならんのかもしれません

が。そういう点で、これまでの法律と新しい法律の考え方が少し変わるのでは

ないかと思うんですが、全体でなくていいんですが、主な点、特に環境整備等

について引き続き事業を進めていく必要があるんではないかというように思い

ますが、こうした点について過疎債による事業ですか、そうしたものがどのよ

うに今後なっていくのか、これらについてお尋ねします。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 
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○財政課長（矢崎克生） お答えいたします。私からは過疎債につきましての

部分を答弁させていただきます。 

過疎地域自立促進から過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に新

法に変わりますが、過疎債が使える事業につきましてはハード、ソフトともで

すね、概ね同様の事業に、起債がですね、充てられるものと想定しておりま

す。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 

○企画課長（道添 毅） お答えいたします。令和３年３月をもってですね、

過疎地域自立促進計画というものが終了します。その前段として特別措置法が

施行されたわけでございますけれども、基本的には過疎地域のですね、地域の

お住まいの皆様方の生活をどのように守っていくのか。そのための必要なハー

ド事業、ソフト事業というものを展開していくという基本的なところに変更は

ございません。先の全員協議会でもご説明申し上げましたように、基本的には

前過疎計画というものを継承していくということでございますけれども、この

たびは特に基本目標というところが明確にするようにというようなことがござ

いました。 

その中で本町における持続的発展計画におきましては総合戦略に掲げており

ます人口減少の抑制というところの基本目標をこの持続的発展計画のほうにも

ですね、明確に明記をしたというところでございます。これまでの計画という

ものを継承する中で人口減少の抑制、この目標に向かって取り組みを進めてま

いりたい、そのように考えております。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

○６番（田原賢司） はい。 

○議長（米重典子） ６番 田原賢司議員。 

○６番（田原賢司） 関する条例の改正のほうでですね、現状でも課税免除の

状況ではあると思うんですが、今回の改正を受けてですね、この点のＰＲ等を

どのように取組んでいくのか教えてください。 

○税務課長（藤井博美） 議長。 

○議長（米重典子） 税務課長。 
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○税務課長（藤井博美） お答えいたします。通常ですね、償却資産の申告を

いただきました際に、要件に該当するところにはお話しをさせていただいてい

るのが実情ではございますが、このたびの改正によりまして、旧法では取得価

格が 2700 万円を超えるものということで規定されておりましたが、このたび

の改正によりまして資本金の規模等によりまして、対象業種、資本規模により

取得価格の設定がされておりますので、より細かく確認をして周知をしていき

たいと思っております。 

○６番（田原賢司） （挙手） 

○議長（米重典子） ６番 田原賢司議員。 

○６番（田原賢司） その答えですと、ある程度ピンポイントでその指定業種

の方へＰＲしていくということでまちがいないでしょうか。 

○税務課長（藤井博美） 議長。 

○議長（米重典子） 税務課長。 

○税務課長（藤井博美） そのように考えております。 

○議長（米重典子） よろしいですか。 

 ▼【田原議員：「はい」】 

ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。  

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 48 号 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について は 原案のとお

り可決されました。  
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 日程第９ 議案第 49 号 過疎地域持続的発展計画の策定について を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 

○企画課長（道添 毅） それでは議案書 14 ページをご覧ください。 

議案第 49 号 

   過疎地域持続的発展計画の策定について 

 過疎地域持続的発展計画を別紙のとおり定めることについて、過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法（令和３年法律第 19 号）第８条第１項の

規定により、町議会の議決を求める。 

  令和３年９月８日 提出    

                 世羅町長  奥 田 正 和  

 

提案理由でございます。 

 世羅町の総合的かつ計画的な行政運営を図るため、過疎地域の持続的発展の

支援に関する特別措置法第８条に基づき、過疎地域持続的発展計画を定めるこ

とについて、町議会の議決を求めるものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） はい。 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。  

○４番（矢山 武） 過疎から脱却する上でいろんな課題があるわけですが、

特にこれを重要視するということではないんですが、道路等についていろんな

事情があって、計画には載せておってもなかなか実施ができない路線が町内か

なりあるんではないかと思うんですが。 

ちょっと前ですが、現地の状況等を見させてもらったことがありますが、詳

しい状況はわかりませんが、災害等もかなり発生をしたというのも理由のひと
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つかもしれませんが、ここに載っておる、いろいろお尋ねしたいんですが、道

路、28 ページから 30 ページまでに橋等いろいろ事業があるわけですが、他の

地区についての状況は把握してないんですが、たとえば 29 ページの上から２

番目、３番目なんかの道路改良ですが、これらも合併前から一時期ちょっと水

越線でしたかね、かなり大昔のことじゃけえ、記憶は定かではないですが、こ

の道路について、たちまちせんでもいいんじゃないかいうようなことで落とさ

れたことはありましたが、冬季に勾配が非常に急であるためにですね、危険な

し、急なところを凍結すればスリップして上がらないという状況。通行量が特

別多いということじゃないんですが、非常に危ないというか、そういう状況、

似たような条件のとこはいろいろあると思うんですが、これらをすぐ２、３年

とか５年で全部やるということを強く求めるというんじゃないんですが、やっ

ぱり十分にすべての路線についてですね、詳しく、夏でしたらローに入れて上

がれば上がるのは上がるんですがね、非常に、何度の勾配があるかわかりませ

んが。それともう 1 箇所あったと思うんですが。宝谷線等も一部その上にあり

ますが、改良は進んではおるんですが、かなり 450ｍくらいはあるんだろう思

うんです。これらも 1 軒、２軒、３軒、３戸の集落があって、通過道路として

の機能も多少あるんでね、ときどきには事故起きて離合ができないような。そ

ういう状況は状況として、やっぱりやる計画ならそれなりに早い時期に、30 年

も、40 年も経っても全然前へ話が進まんようなことではいけんのじゃないかと

思うんですね。一番最初、どういう考え方で、過疎計画によって改良しようと

いう考えに至ったんかね、状況が変わっとる場合も多少はあるかもしれません

がね、この事業だけに限らず、どんどん高齢化しとるわけですから、これをこ

のままにしておけば、すぐ住む人がおらんようになるいうんじゃないですが、

どんどん過疎が進んでいくんじゃないかと思うんですね。迂回路はないことは

ないですが。そういう点では比較的他のほうへ、力を入れるという方向になっ

ておるんか知りませんがね、一定に集落と集落を結ぶ道路、また通過道路等は

最低限で人口が減るとともに車の利用等も少なくなってきとるわけで、そうい

う点ではひとつひとつの事業を必要がないというのは少ないとは思いますが

ね、精査をして、これが５年計画ですかね、10 年以内位にはね、100％でなく

ても、できるだけやっていく。そのためには、ちょうど全体を調べてくれば良
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かったんですが、水越線なんかも１級町道になって県道ではかなり狭いところ

もあるわけですが、幅員等広げるというのはできないにしても、私は全線をず

っと改良せんでも、見通しのいいところはそれなりに何とか安全に通行するこ

とはできるんで、勾配の急なとこだけは早期にやる必要があると思うんで、こ

ういうことをきちっと調査をされて、ひとつひとつをただ計画を作っただけの

ように私は見れるんですが、そこら辺はどのようなお考えか、お尋ねします。 

○議長（米重典子） 矢山議員、道路の事業計画全般的なということでよろし

いですか。 

 ▼【矢山議員：「はい」】 

○建設課長（福本宏道） 議長。 

○議長（米重典子） 建設課長。 

○建設課長（福本宏道） 道路につきましては、町民の皆様の身近な、最も重

要なインフラのひとつであると担当課としても考えているところでございま

す。事業掲載されてからですね、長期にわたって掲載し、未着手となっている

箇所があることも承知しておりますが、掲載から時間が経っておりますので、

改めてですね、すべての路線につきましては、しっかりと精査を行い、また道 

路整備計画にも沿ってですね、着実に整備が進みますようにですね、しっかり

進めてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。  

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立多数） 

起立多数 であります。 

したがって、議案第 49 号 過疎地域持続的発展計画の策定について は 
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原案のとおり可決されました。  

 ここで昼休憩といたします。再開は午後１時といたします。 

 

休  憩 １１時５７分 

再  開 １３時００分 

 

○議長（米重典子） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

この際、日程第 10 議案第 50 号 令和２年度世羅町一般会計歳入歳出決算

認定について から、日程第 18 議案第 58 号 令和２年度世羅三原斎場組合

一般会計歳入歳出決算認定についてまでの「９件」を一括議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○町長（奥田正和） はい、議長。 

○議長（米重典子） 町長。 

○町長（奥田正和） それでは別冊の概要説明をお手元にご準備いただければ

と思います。 

令和２年度歳入歳出決算について（概要説明） 

本日、ここに令和２年度一般会計、特別会計、公営企業会計並びに世羅三原

斎場組合一般会計の歳入歳出決算を提出し、その認定をお願いするにあたり、

行財政執行の概要を説明のうえ、提案とさせていただきます。 

 

 令和２年度において、国では、潜在成長率の引上げによる成長力の強化、成

長と分配の好循環の拡大、誰もが活躍でき安心して暮らせる社会づくりを重視

する中で、経済再生と財政健全化に一体的に取り組まれてきました。しかし、

令和元年末に発生した新型コロナウイルス感染症は、これまで国内外の経済等

に甚大な影響を与え、たいへん厳しい状況が続いております。第３次まで編成

された補正予算では、感染症対策、コロナ後に向けた経済構造の転換・好循環

の実現等に係る経費が盛り込まれ、その効果から一部には持ち直しの動きもみ

られますが、未だその先行きを見通すことができない状況が続いております。 

 本町においては、第２次長期総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略

の中間見直しを行い、目標とする将来像に向け、令和３年度から５年間で取り
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組むべき施策を具体化してまいりました。一般会計予算は、合併後で２度目と

なる 110 億円を下回る規模で編成いたしましたが、新型コロナウイルス感染症

対策に係る経費を始めとした補正予算を積み重ね、最終予算は約 153 億円とな

りました。このうち約 25 億円は令和３年度へ繰り越し、令和３年度予算とと

もに執行してまいります。また、平成 30 年豪雨に伴う災害復旧事業につきま

しては、発生以降、事務事業の見直しや経費節減に努める中で最優先事項とし

て集中的に取り組み、令和２年度で完了いたしました。 

 

以降、令和２年度で実施した施策につきまして、第２次長期総合計画に掲げ

た５つの基本目標に沿って、ご説明申し上げます。 

 

「一般会計」について申し上げます。 

 一般会計の歳入歳出の決算額につきましては、歳入総額 136 億 73 万円、歳

出総額 131 億 1,020 万円となりました。詳細は、お手元にお配りしております

歳入歳出決算書のとおりでございます。また、令和２年度で実施した施策につ

きましては、別冊の主要施策の成果報告書へ内容を記載しております。 

 

最初に「健幸づくり」について、申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組む中で、各種事業の縮小や見直

しなどにより、福祉サービス全般において適正な実施に努めてまいりました。 

 保健・医療の充実に係る施策のうち、福祉医療制度につきましては、疾病の

早期発見と治療を促進し、安心して医療を受けられるよう、対象者の生活を支

援してまいりました。 

健康増進対策につきましては、疾病予防及び町民の健康管理意識の高揚を図る

目的で、広島大学と連携した「健幸づくり」事業を実施、また、特定健診・が

ん検診等の未受診者対策では、受診率向上を図るため受診勧奨に努めてまいり

ました。 

 食育推進事業につきましては、第３次食育推進計画を策定するとともに、第

２次食育推進計画に基づき食育推進ネットワークを構成する団体と連携して、

「たすきでつなぐ世羅の食育事業」を継続実施いたしました。 
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高齢化が進行していく中、健康寿命の延伸を図るため、引き続き健康意識の向

上と健康づくりの実践につながるよう、取り組んでまいります。 

 医療対策につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による受診控え

や感染拡大防止への取り組みなどに対する財政支援を行うことにより、町民が

安心して医療を受けられる体制の維持に努めてまいりました。 

感染症対策につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種の円滑な実施の

ため、広島県や郡医師会と連携し、町民の早期接種に向け、取り組んでまいり

ました。 

 少子高齢化への対応に係る施策のうち、高齢者保健福祉につきましては、高

齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画を策定し、医療と介護・福祉の連携に

よる地域包括ケアシステムの整備に努めてまいりました。また、健康ポイント

事業を実施するなど、高齢者の健康増進及び介護予防、社会参加等を通じ、生

きがいづくりを図ってまいりました。 

子どもや子育て支援に関する取り組みにつきましては、新型コロナウイルス感

染症拡大防止に配慮する中で、子育て世代包括支援センター「だっこ」を拠点

として、妊娠・出産及び子育てに関する多様な相談に保健師・保育士等が個別

訪問や電話・オンラインにより対応するなど、一人ひとりにきめ細やかな子育

て支援を図ってまいりました。ひろしま版ネウボラ基本型の本格実施に向け

て、母子健康手帳交付時の面談をはじめ、各子育て期の定期面談を通した相談

支援や、母子保健推進員が家庭訪問し寄り添い型の支援を行ってまいりまし

た。また、不妊治療費の助成や妊産婦の健診助成の推進、助産師相談の開設な

ど、産前・産後のサポートを充実し、母子の健康増進、感染症予防等に取り組

んでまいりました。 

 在宅子育て支援につきましては、人数制限を行い子育て広場や子育て講座等

を実施する中で、子育ての悩みや不安の解消に努めるとともに、保育士による

家庭訪問を定期的に実施することで、コロナ禍における孤立防止や見守り支援

に努めてまいりました。 

また、関係機関と連携したファミリー・サポート・センター事業や要支援家

庭への相談・訪問、養育支援訪問事業を実施することで、児童虐待防止の強化

を図ってまいりました。 
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保育所運営につきましては、幼保連携型認定こども園３園と連携し、教育・

保育の提供量の確保及び充実を図ってまいりました。また、保育サービスの質

的向上と子育て相談機能の充実や３歳未満児や医療的ケア児の保育ニーズへの

対応、就学を見据えた一人ひとりの発達に即した保育に努めてまいりました。 

放課後児童健全育成事業につきましては、小学６年生までの児童が安全安心に

生活できる居場所の確保及び支援の質の向上に努めてまいりました。また、ひ

とり親家庭に対して、生活援助等を行う事業や自立に効果的な資格取得のため

の給付を行うなど、子どもの健全な育成と保護者が就労しながら安心して子育

てができる環境づくりに取り組みました。 

そのほか乳児用のおむつ購入費等の助成、保育料負担の軽減や子育て家庭家

賃補助、18 歳までの児童医療費の助成を継続的に実施することにより、子育て

世帯の経済的負担の軽減等を図ってまいりました。 

新型コロナウイルス感染症防止対策に関しましては、国の取り組みに対応し

た子育て世帯への臨時特別給付金支給事業、ひとり親世帯臨時特別給付金支給

事業、また町独自の新型コロナウイルス感染症に伴う子育て家庭への支援とし

て、町立保育所及び私立認定こども園に通所、通園している教育・保育給付認

定の子どもの副食費及び保育料副食費相当額の免除事業並びに在宅子育て特別

支援事業を行いました。 

障害者福祉につきましては、障害者総合支援法及び児童福祉法のもと、障害

福祉サービス等の充実や関係機関との情報共有及び連携強化を図り、地域等に

おける障害者等の日常生活及び社会生活を総合的に支援してまいりました。ま

た、第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画を策定し、障害児者福祉の更

なる向上に向け取り組みを進めるとともに、障害者差別解消法に基づき、障害

者差別の解消を推進するため、様々な障害に対する理解の促進や啓発を図って

まいりました。 

 

 続きまして「ものづくり」について、申し上げます。 

 国の農業政策が転換される中にあって、世羅町農業振興ビジョンに基づき、

本町の基幹産業であります農業振興の施策を推進してまいりました。 

 農業基盤・環境の整備につきましては、農業災害復旧事業や農林業振興対策
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事業補助金により農地や農業用施設を整備・復旧いたしました。 

 産業の振興に係る施策につきましては、広島県や、尾道市農業協同組合など

関係機関と連携し、将来にわたり農業の担い手となる人材を育成・確保するこ

とを目的としたニューファーマー支援事業を実施しました。また、地域農業集

団や集落法人などへの助成を行うとともに、効率的・安定的な力強い経営体

が、農業生産の相当部分を担う生産構造へ転換することを目指し、集落法人間

連携の取り組みを支援しながら、集落法人や認定農業者の育成を促進いたしま

した。更に、キャベツ・アスパラガス・ぶどう等園芸作物の振興、６次産業化

戦略や世羅ブランドの取り組みによる販路拡大などを通して本町農業の振興に

取り組むとともに、町内の若者はもとより全国から農業を目指す次世代の担い

手を確保し、持続可能なまちづくりを目指すことを目的とした未来創造計画に

基づく諸事業を推進してまいりました。こうした中、主食用米の消費減少及び

米価下落の対策といたしまして、大規模経営による更なる低コスト化を推進す

るとともに、非主食用米や園芸作物への転換を引き続き進めてまいりました。 

 中山間地域等直接支払交付金につきましては、88 集落、29 個別協定に対

し、農業生産の維持活動や農地が有する公益的機能の維持活動を図る取り組み

を支援いたしました。また、農業・農村の基盤を将来にわたって支え、農村環

境の保全をめざす多面的機能支払交付金につきましては、45 活動組織で取り組

まれました。 

 人・農地プランにつきましては、農地利用の効率化・高度化を促進し、農業

の生産性を向上するため、すでに作成された地区について見直しを行い、農地

中間管理事業を有効活用しながら、効率的で安定的な力強い経営体の育成を推

進いたしました。 

 農業生産基盤や生産環境の整備につきましては、国の鳥獣被害防止総合対策

交付金事業を活用した緊急捕獲活動、町補助金では個人農家等の被害防止対策

として 140 件の侵入防止柵等への補助により農業生産の環境整備を図ってまい

りました。世羅町鳥獣被害対策実施隊等によるイノシシ・シカの捕獲頭数は増

加しておりますが、農作物等への被害額につきましては、依然として高い傾向

にあります。農作物等への被害防止につきましても、集落での侵入防止の学

習、侵入防止柵設置及び捕獲による被害防止対策を実施し、一定の効果が得ら
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れましたが、継続した対策が必要です。今後も鳥獣被害対策実施隊によるパト

ロール並びに有害鳥獣解体処理場の活用促進により捕獲活動を推進してまいり

ます。 

 畜産振興につきましては、周辺環境に配慮した畜産経営体を育成するため、

関係機関と連携して畜産農家の訪問指導を実施してまいりました。また、畜産

競争力強化対策事業（畜産クラスター事業）を活用し、畜産事業の活性化を推

進し、更に、飼料用稲の生産拡大と耕畜連携の促進に努めてまいりました。 

 林業振興につきましては、松くい虫による松の被害防止対策として樹幹注入

を実施したほか、造林事業に対する補助を行い、森林資源の保護や景観の維持

に努めてまいりました。また、ひろしまの森づくり県民税を活用した「ひろし

まの森づくり事業」につきましては、里山林の保全活用に取り組むボランティ

ア団体への助成を行い、共有の財産である森林を守り育てる取り組みを行って

まいりました。森林環境譲与税を財源とした森林経営管理事業につきまして

は、森林整備や林道の修繕及び意向調査を実施いたしました。 

 商工業の振興につきましては、世羅町商工会を窓口として商工業者の経営改

善に向け、世羅町商工会の運営及び活動、経営改善普及事業の充実に対する支

援を行ってまいりました。商工業者の後継者等人材育成のための研修会受講、

新規雇用の経費助成や、起業家支援を行う新規創業支援事業など、世羅町商工

会との連携を強化し事業を実施したほか、新型コロナウイルス感染症の影響を

受ける事業者に対し、事業の継続を支援する取り組みを行いました。 

中小企業融資運営事業につきましては、実質ゼロ金利となるよう利子補給を継

続・実施し、中小商工業者の経営支援を図ってまいりました。 

また、町内工場等を新設または増設される方に対しまして奨励措置や、個人消

費活動を促すための地域商品券発行事業等を行い、本町経済の活性化に取り組

んでまいりました。 

観光振興につきましては、世羅町観光振興基本計画に基づき、各種イベント

開催や世羅プロモーションの強化など、世羅町観光協会や観光事業者等と連携

し実施したほか、町内観光施設の適正な管理運営や関係市町との協議会等を通

じた広域観光事業に取り組むなど各種観光事業を推進してまいりました。 

 本町の玄関口としての道の駅世羅については、中国横断自動車道尾道松江線
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を利用される方を中心に、道路情報の提供や休憩施設としての機能はもとよ

り、多くの方に気軽にお立ち寄りいただくよう取り組んでまいりました。更

に、旬な情報をお伝えし、より世羅を楽しんでいただき、再度お越しいただけ

るよう、観光情報・地域情報等をＰＲする戦略的な情報発信拠点とし、周遊性

が高まる取り組みを進めてまいりました。 

 また、観光施設リニューアル計画の方針に沿って、指定管理施設等の維持修

繕工事を実施いたしました。 

  

続きまして「人づくり」について、申し上げます。 

 生涯学習社会の形成に係る施策につきまして、教育の面では、自立・挑戦・

創造をスローガンに「豊かな心を持ち、たくましく未来を拓く」を基本理念と

して、品格ある教育の推進に努めてまいりました。 

 学校教育につきましては、児童・生徒の学ぶ意欲を育て、生きる力としての

確かな学力をつけるよう、小中連携による教育を推進し、子どもたちの基礎基

本の学力を着実に定着させ、思考力・判断力・表現力等の向上を図ってまいり

ました。また、教職員の指導力向上を図るため、授業改善サイクルを機能させ

る研修を実施するとともに、教育環境の整備のため、ＩＣＴ機器の整備と併せ

効果的なＩＣＴの活用を図る教職員の研修を実施いたしました。 

 特別支援教育につきましては、子どもたちの実態に応じた個別指導が必要で

あり、指導方法の工夫・改善に努めてまいりました。また、よりスムーズな小

学校入学が図れるよう町内関係機関との幼保小連携を深めてまいりました。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から「輝くせらの学校文化発表

会」は中止しましたが、各小中学校においては、感染症対策を講じた上で、学

習発表会や文化発表会を実施し、保護者をはじめ多くの町民にすばらしい児童

生徒の姿を見ていただくことができました。このほか、義務教育９年間を見通

した一貫性のある教育を推進し、児童・生徒の夢や志を育むことができる学校

づくりに努めてまいりました。 

 家庭と連携しての基本的生活習慣の育成に努め、食育指導の充実を図ってま

いりました。また、スポーツ推進事業の実施など、健康づくりや体力・運動能

力の向上に努め、たくましく健やかな体の育成を図ってまいりました。 
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 次代を担う児童生徒が、郷土への誇りと国際感覚をもった人材として成長し

ていくよう、地域郷土の教材化をもとにふるさと学習や国際理解教育を推進し

てまいりました。 

例年中学校で実施しておりました「大学キャンパス学習」、職場体験学習

「せらゆめトライアル・ウィーク」、「子ども議会」、「中学生海外研修」は、新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止といたしました。しかしなが

ら、学校においては感染症対策を講じたうえ、地域施設等への見学やゲストテ

ィーチャーの招へい等、工夫しながらキャリア教育を進めてまいりました。 

また、英語検定受検支援制度の活用や教員を対象とした外国語教育研修を実施

し、小中学生の英語力向上を目指した指導・支援を通して、国際社会をたくま

しく生きる人材の育成に努めてまいりました。 

 学校施設整備につきましては、ＩＣＴ活用環境の向上を図るため、高速イン

ターネット回線整備工事及び特別支援教室等への空調工事を実施いたしまし

た。 

知・徳・体のバランスのとれたしなやかで品格のある世羅の子どもを育てる

ため、家庭や地域との連携は引き続き必要であり、今後も地域の一員として積

極的に参画し活動する児童・生徒となるよう働きかけを進めてまいります。  

世羅高校教育環境支援につきましては、通学費用の助成、受験指導に精通した

講師による講習会の開講、そして各種検定料等の助成などの支援を行ってまい

りました。 

 生涯学習の推進につきましては、学びを通じた地域づくりを促進する「広島

版学びからはじまる地域づくりプロジェクト」の開催を支援するなど、自治セ

ンターを拠点とした町民の自発的な生涯学習の推進に努めてまいりました。 

社会教育の推進につきましては、豊かな心と知性を育み、健康で文化的な生活

を営むことができるような各事業の展開に努めてまいりました。 

 読書活動の推進につきましては、幼少期からの読書習慣の形成に向けた子供

の読書活動推進計画（第３次）を策定しました。また、「くらしの中に本があ

る」環境づくりに向けて、「朗読会」をはじめ、ブックスタート事業やセカン

ドブック事業の実施、学校や認定こども園と連携した取り組みを継続してまい

りました。さらに、本が置いてある町内の施設や店舗等を小さな図書館として



57 

 

認定する「せらのまち あちこち図書館」事業を進めてまいりました。    

 文化・芸術の振興につきましては、世羅町文化協会、せら美術協会の活動を

支援してまいりました。 

 生涯スポーツと体力つくりにつきましては、スポーツ推進委員による「さわ

やかスポーツ教室」等の開催、世羅町体育協会や世羅町スポーツ少年団、せら

スポーツクラブなどの団体との連携を通して「町民一人１運動・１スポーツ参

加の促進」に取り組んでまいりました。また、「駅伝のまち」として中国実業

団駅伝競走大会の開催を支援しました。 

 文化財等の保護と活用につきましては、大田庄歴史館において企画展や講演

会を開催するとともに、資料の収集・整理を行い、未指定文化財等の調査、小

中学校での「ふるさと学習」支援に取り組んでまいりました。 

 家庭教育や社会の教育力の向上につきましては、町内において地域運営型の

放課後子供教室の実施を支援いたしました。また、保護者、学校、家庭教育支

援者と連携し、家庭教育支援チームによる「親の力を学びあう学習プログラ

ム」を活用した研修会等の開催支援や家庭の教育力向上と子育て情報の共有に

努めてまいりました。 

共に生きる地域社会の確立に係る施策につきましては、世羅町人権教育・啓

発推進計画に基づき、地域での人権研修会、人権講演会を開催いたしました。

公用車用の人権パトロールマグネットシートの作成、ケーブルテレビや広報紙

による啓発活動も行ってまいりました。しかし、残念ながら町内における「差

別落書き」は依然として後を絶っておりません。人権が尊重されるまちづくり

の推進に向けた啓発活動を一層進めてまいります。 

男女共同参画の推進につきましては、第３次世羅町男女共同参画行動計画 

はんぶんこプランに基づく個別の取り組みを可能な限り進めてまいりました。 

 

 続きまして「安全安心づくり」について、申し上げます。 

 地域を支える基盤の整備に係る施策のうち、地域情報関係につきましては、

本町の魅力・特色を効果的に町内外へ発信するためホームページのリニューア

ルを行いました。また、町内の出来事などをお知らせする番組や企画番組な

ど、放送内容の充実に努めるとともに、暮らしに役立つ情報などを随時視聴で
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きるようデータ放送を開始しました。 

町内全域における高速大容量の通信網を整備するため、光ファイバー化工事

の国庫補助申請を行い、採択をいただきました。この結果を基に、詳細設計業

務を実施するとともに、工事発注を行ってまいりました。 

広島中央フライトロードの整備促進につきましては、国土交通省及び広島県

への提案活動を広島県内５市町、島根県内 10 市町と連携し実施してまいりま

した。 

国県道につきましては、町内基幹道路網整備のため、改良や歩道設置等が円

滑に進められるよう広島県に対し働きかけてまいりました。 

町道につきましては、国からの交付金を最大限に活用し、町道「小草樅ノ木

線」及び「重永本線」改良事業に取り組みました。また、その他７路線につき

ましても事業促進を図ってまいりました。 

地籍調査事業につきましては、大字三郎丸及び中原の一部約 1.3 平方キロメ

ートルの一筆地調査等を実施いたしました。 

生活を支える基盤の整備に係る施策につきましては、生活雑排水による公共

用水域の水質汚濁を防止するとともに、生活環境の向上を図るため、浄化槽設

置整備事業により 45 基の助成を行ってまいりました。 

 また、合併浄化槽の適正な維持管理の促進と公共用水域の水質保全を図るた

め、維持管理費用の一部助成事業として、2,071 件の助成を行ってまいりまし

た。飲用水施設整備につきましては、安心、安定した飲料水を確保するため、

ボーリング等の工事に対する一部補助を 23 件実施いたしました。 

移住・定住対策につきましては、人口の転出が転入を上回る社会減の克服に

向け、空き家バンク登録制度を活用した住宅の紹介をはじめ、相談窓口の一元

化ときめ細やかな対応に努めてまいりました。               

地域を支える持続可能な公共交通ネットワークの構築を基本理念とする世羅

町地域公共交通網形成計画に基づき、着実な事業の推進を図る中で、黒川地区

での自家用有償旅客運送を開始するとともに、市街地を巡回する公共交通の実

証運行を行いました。 

生活の安全確保に係る施策につきましては、平成 30 年に発生した７月豪雨

災害により被災した 135 箇所の公共土木施設の復旧を完了し、生活道路の確保
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と河川護岸の保全を図ってまいりました。 

消防業務につきましては、町民の生命、身体及び財産を守るため、風水害等

の自然災害、火災及び救急業務などに対応いたしました。 

 三原市消防署北部分署及び世羅西出張所の令和２年中の出動状況は、火災が

17 件、救助が８件、救急が 651 件、ヘリ要請が２件となっております。世羅町

消防団の令和２年度中の出動状況は、火災が 17 件、風水害等が１件、訓練が

４件、会議などは 20 件で、延べ出動団員数は 989 人となっております。ま

た、第３分団第２部屯所を新築し、消防活動の体制強化を図りました。自主防

災組織は、令和２年度末時点で 42 組織となっております。町内全域での自主

防災組織の活性化、防災研修会等への支援に取り組んでまいりました。 

 交通安全対策につきましては、各機関・団体との連携による交通安全街頭指

導など交通安全意識の向上に努めております。引き続き、世羅警察署及び関係

団体と連携し、交通安全施設の計画的な整備を図るとともに、交通安全意識の

向上に取り組んでまいります。 

 防犯・暴追に関する取り組みにつきましては、防犯灯の設置支援など町民や

関係団体が一体となっての防犯・暴追活動を進めました。また、生活安全相談

では 121 件の相談が寄せられ、多種多様な相談の窓口としての効果を発揮して

おります。 

消費者行政につきましては、増大する特殊詐欺や悪徳商法による被害の未然

防止のための消費者教育や啓発活動を実施いたしました。また、町民の安全と

安心を確保するための相談窓口業務を行いました。 

潤いのある環境の整備に係る施策につきましては、世羅町一般廃棄物処理基

本計画に基づき、循環型社会に対応したごみの減量化・再資源化の取り組みを

推進するため、可燃ごみは三原市へ処理を委託し、令和３年３月に完成した三

原広域市町村圏事務組合不燃物処理工場の運用開始に併せて、令和２年 10 月

１日からごみ分別並びに収集日の変更を行いました。また、不燃粗大ごみ拠点

収集事業並びにごみステーションまでごみを出すことが困難な世帯に対して、

家庭ごみを個別に収集するごみ出しサポート収集事業を開始するとともに、新

たなごみ分別ガイドやごみ出しカレンダーの作成、配布などにより、総合的な

ごみ処理体制の充実を図りました。 
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地球温暖化防止の取り組みにつきましては、第３次世羅町地球温暖化対策実

行計画に基づき、地域協議会である脱温暖化プロジェクトせらと連携し、温室

効果ガス排出量削減を推進するため、環境講演会等により啓発を行いました。

再生可能エネルギーの普及のため、太陽熱利用装置、木質バイオマス燃焼機器

導入に対する補助を 15 件行いました。 

宇津戸地区の悪臭防止対策につきましては、臭気指数測定を継続し、令和元

年度に発令した事業者に対する悪臭防止法に基づく改善勧告後の改善状況の確

認、指導など、問題解決に向けた取り組みを推進しました。 

 

 続きまして「地域づくり」について、申し上げます。 

 協働のまちづくりの推進に係る施策につきましては、地域課題の解決や地域

資源の活用など、地域おこし協力隊の活動支援と併せ、住民参画の推進とまち

づくり活動の推進に努めてまいりました。協力隊員には観光振興とインバウン

ド推進に関する活動、黒川地区の地域資源を活用した活動、移住定住促進に関

する活動にそれぞれ従事いただきました。 

地域活動の拠点である自治センターにつきましては、新型コロナウイルス感染

症拡大防止対策を講じた適切な管理運営を推進してまいりました。 

また、山福田自治センターの施設整備に向け地元協議等を進めるとともに、他

の自治センターにおいても改修が必要な施設につきましては、地域と調整協議

を重ね、順次実施してまいりました。 

 以上、５つの基本目標に基づいて一般会計の概要を申し述べました。 

 

 次に「国民健康保険事業特別会計」について申し上げます。 

 県と市町による共同運営から３年目を迎える中で発生した新型コロナウイル

ス感染症は、自営業者や離職者が多く加入する国保への影響は重大であるとの

認識のもと、税率は据え置きとさせていただきました。 

近い将来には県内統一の保険税率とすることが決定していますが、被保険者の

急激な負担増とならないよう、県内市町が可能な限り高い収納率を目指し、市

町間の公平性を確保したうえで統一するよう働きかけてまいりました。 

近年、国・広島県の交付金は、特定健診受診率や収納率など健全運営に努力し
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た保険者に手厚く交付される方向に大きくシフトしており、引き続き、国保財

政の健全な運営はもとより、コロナ禍において難しい運営となっている各種の

保健事業についても、被保険者の皆様のご理解とご協力を頂きながら円滑に実

施をしてまいります。 

 

次に「後期高齢者医療制度特別会計」について申し上げます。 

制度創設から 12 年余りが経過いたしました。長寿化や高度医療の発展もあ

り、医療費は増加の一途を辿っており、県内の１人あたり医療費は、この 12

年で約５万円増加している現状にあります。 

こうした中、本町では制度の普及啓発とともに保険料の収納対策に努めてま

いりました。しかし、保険料滞納者の多くは他の税目においても滞納となって

いる状況にあることから、引き続き、関係課との連携による収納対策や滞納処

分を行い、負担の公平性の確保に努めてまいります。また、円滑な制度運営の

ため、広島県後期高齢者医療広域連合とともに制度の啓発と相互扶助への理解

に努めてまいります。 

 

次に「介護保険事業特別会計」について申し上げます。 

「人と人がつながりあい、生きがいをもって、安心して暮らせるまち世羅」

を理念とした、世羅町高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画を策定しまし

た。今後も住み慣れた地域で安心して適切に介護サービス等を利用しながら自

立した生活が継続できるよう、在宅サービスの充実や認知症に関する研修会、

在宅介護者への支援など、地域の高齢者の生活を支援する体制づくりや関係機

関や地域社会と一体となって地域包括ケアシステムを構築し、介護サービス・

生活支援サービスの提供体制の整備に努めてまいります。 

 

次に「介護サービス事業特別会計」について申し上げます。 

 要支援者が介護予防サービスなどの適切な利用ができるよう、介護予防サー

ビス計画を作成するとともに、介護サービス事業者など関係機関との連絡調整

を行ってまいりました。 
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 次に「農業集落排水事業特別会計」について申し上げます。 

小国地区における農業集落排水区域の住民の生活排水を適正に処理すること

で、より快適で衛生的な生活環境と公共用水域の保全に寄与することができま

した。平成 12 年４月１日供用開始から 20 年が経過し、施設が老朽化してお

り、今後は計画的な施設の更新を行っていくことが課題となっております。 

 

 次に「世羅町公営企業会計」について申し上げます。 

上水道事業会計につきましては、９地域を給水区域とする水道施設の維持管

理を行ってまいりました。建設改良では、配水管の布設を町道東神崎２号線と

重永本線に実施いたしました。今後も、引き続き水道水を安定的に供給・持続

するよう、適切な施設の維持管理及び更新を計画的に実施してまいります。 

 公共下水道事業会計につきましては、処理区域の拡大を図るため栄町地区

（１工区）の管渠新設工事を実施し、町民の皆様に快適で衛生的な生活環境を

提供するとともに、公共用水域の保全に寄与すべく事業推進を図ってまいりま

した。今後も早期に未普及地域の解消、水質保全及び生活環境向上の促進に努

めてまいります。 

 

終わりに「世羅三原斎場組合一般会計」について申し上げます。 

本町及び三原市で火葬場の共同運営管理を行っておりました世羅三原斎場組

合につきましては、令和２年度末をもって解散し、組合の一般会計は令和３年

３月 31 日をもって打ち切り決算としております。組合の解散に関する協議書

の中で、決算の審査及び認定については本町が行うことが確認されておりま

す。 

令和２年度は、361 件の火葬を滞りなく執り行いました。 

以上、令和２年度における一般会計、特別会計、公営企業会計並びに世羅三

原斎場組合一般会計の歳入歳出決算について、概要を説明いたしました。 

主な財政指標ですが、経常収支比率は、合併特例加算の終了に伴う地方交付

税の減により前年度から 0.8％上昇の 94.0％となりました。平成 28 年度以降

は 90％代で推移しており、高止まりの傾向が続いております。また、実質公債

費比率は、単年度では改善しているものの、前２年度が高率だった影響により
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３年平均では前年度と同率の 10.7％となりました。 

町債残高は元金償還が進んだことで約３億円減の 106 億 2,374 万円、一般会

計に属する基金全体の残高は前年度から約９千万円増の 45 億 3,926 万円、う

ち財政調整基金残高は 21 億 626 万円となりました。 

 新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たないことで、景気低迷によ

る収入減や感染症対策等の更なる取り組みによる経費増が見込まれ、自主財源

が限られる本町にとって財政運営の厳しさが増すことが懸念されます。しか

し、こうしたコロナ禍であっても、効率的な財政運営と効果的な事業展開に努

めつつ、持続可能なまちづくりに取り組んでまいります。 

 何卒、令和２年度決算をご認定いただきますようお願い申し上げ、提案理由

の説明に代えさせていただきます。 

                         （令和３年９月８日） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。 

つぎに、監査委員の審査結果について報告を求めます。 

○代表監査委員（山口敦允） はい、議長。 

○議長（米重典子） 代表監査委員。 

○代表監査委員（山口敦允） （監査委員の審査結果報告） 

○議長（米重典子） 以上で審査結果の報告を終わります。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております、議案第 50 号 令和２年度世羅町一般会計

歳入歳出決算認定について から、議案第 58 号 令和２年度世羅三原斎場組

合一般会計歳入歳出決算認定についてまでの「９件」については、10 名で構成

する決算審査特別委員会を設置し、地方自治法第 98 条第１項の権限を委任の

うえ、これに付託し審査することにしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔 「異議なし」の声 〕  

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第 50 号 令和２年度世羅町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて から、議案第 58 号 令和２年度世羅三原斎場組合一般会計歳入歳出

決算認定についてまでの「９件」については、10 名で構成する決算審査特別委
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員会を設置し、地方自治法第 98 条第１項の権限を委任のうえ、これに付託す

ることに決定されました。 

お諮りいたします。 

ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委員

会条例第７条第４項の規定により、 

1 番 髙橋公時議員 2 番 上羽場幸男議員  3 番 上本 剛議員  

4 番 矢山 武議員 5 番  向谷伸二議員   7 番 藤井照憲議員  

8 番 松尾陽子議員  9 番 徳光義昭議員  10 番 久保正道議員  

11 番 山田睦浩議員  

以上、「10 名」を指名したいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔 「異議なし」の声 〕  

ご異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました 10 名の方を決算審査特別委員会の委員に

選任することに決定しました。 

なお本日、本会議終了後、この場所において、委員会条例第９条第１項の規

定により、決算審査特別委員会を招集しますので、委員長、副委員長の選任を

お願いします。 

 ここで休憩といたします。再開は２時 40 分といたします。 

 

休  憩 １４時２３分 

再  開 １４時４０分 

 

○議長（米重典子） 休憩を閉じて会議を再開します。 

日程第 19 議案第 59 号 令和３年度世羅町一般会計補正予算（第４号） を

議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） 議案 24 ページをお開きください。 
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議案第 59 号 

   令和３年度世羅町一般会計補正予算（第４号） 

 

 令和３年度世羅町一般会計補正予算（第４号）を別紙のとおり提出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                 世羅町長  奥 田 正 和 

提案理由でございます。 

 歳入歳出それぞれ 348,582 千円を増額し、歳入歳出それぞれ 11,535,669 千

円とするものでございます。 

歳入は、地方交付税 134,916 千円、分担金及び負担金 4,631 千円、国庫支出

金 82,361 千円、県支出金 20,160 千円、寄附金 20,000 千円、繰入金 52,431 千

円、繰越金 28,872 千円、諸収入 3,558 千円、町債 1,663 千円を増額し、地方

特例交付金 10 千円を減額するものでございます。 

歳出は、議会費 164 千円、総務費 24,508 千円、民生費 26,907 千円、衛生費

23,561 千円、農林水産業費 11,285 千円、商工費 7,038 千円、土木費 107,520

千円、災害復旧費 150,426 千円、予備費 7,397 千円を増額し、消防費 4,210 千

円、教育費 6,014 千円を減額するものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

○10 番（久保正道） 議長。 

○議長（米重典子） 10 番 久保正道議員。 

○１０番（久保正道） ５ページの債務負担行為の補正でお尋ねします。 

定年延長に伴う例規整備の支援業務というふうになっておりますが、例規と

いうのは町の条例なんでしょうか。町の条例であれば我々議員も一昨年まで 2

冊の例規集を貸与されておりましたが、今、その貸与はありません。例規の支

援業務というのはどういうことなのか。 

それから 21 ページの地域おこし協力隊の 220 万の減。これはどこに配属さ

れていた地域おこし協力隊の方なんでしょうか。それが減になった理由。それ

はどういうことなのか。本来地域おこし協力隊というのは３年間の業務を行っ
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ていただいて地域へ定住をしていただくというひとつの目的、ねらいがあった

わけですが、そういったことがどのようになっているのか。途中で減というの

は退職されていったんだろうと思うんですが、それの説明をお願いします。 

○総務課長（広山幸治） 議長。 

○議長（米重典子） 総務課長。 

○総務課長（広山幸治） 総務課からは５ページの債務負担行為についてのご

質問にお答えをさせていただきます。 

今回お諮りしております、この定年延長に伴う例規整備支援業務でございま

す。この例規でございますけれども、今現在全部システムのほうで整備、加除

等を行っているところでございます。このシステムの改修のための業務となっ

てまいります。債務負担行為といたしまして今年度、今回お諮りをさせていた

だき、年度をまたいで令和４年度にかけて一連で例規整備のシステム改修等を

行っていくための業務でございます。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 

○企画課長（道添 毅） それでは私のほうからは 21 ページ 自治振興費の 

地域おこし協力隊員 220 万円の減。この理由についてご説明を申し上げます。 

一昨年この地域おこし協力隊員、黒川地区のですね、地域活性化等を目的に

採用したわけでございますけれども、さまざまな地域における活動等精力的に

取り組んでいただきました。この本年４月にですね、これはご本人の都合と言

いますか、家庭の都合がございまして、本人も非常に残念な思いというものは

持っておりましたけれども、４月末を持って退職ということになったものでご

ざいます。 

○10 番（久保正道） （挙手） 

○議長（米重典子） 10 番 久保正道議員。 

○10 番（久保正道） 債務負担行為の説明をいただいたのですが、定年延長に

伴うということは町の職員のＯＢの方がやられるのですか。それとも法令業務

をされており民間の団体へ委託をされるということなのですか。そういった説

明をお願いします。 

○総務課長（広山幸治） 議長。 
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○議長（米重典子） 総務課長。 

○総務課長（広山幸治） お答えいたします。まずこの対象の業務でございま

すが、本年国におきまして公務員の定年に関する法律が施行されております。

これに伴いまして、地方公務員におきましても定年の延長の対応が必要になっ

てくるものでございます。対象となりますのは私どもの地方公務員、それから

関連して勤務いただいております会計年度さんとかのですね、関連の職員の

方々に広く対象になってまいります。作業委託につきましては、このシステム

の委託会社への業務委託となってまいります。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

○６番（田原賢司） （挙手） 

○議長（米重典子） ６番 田原賢司議員。 

○６番（田原賢司） それでは 17 ページの雑入、広島県観光連盟補助金 355

万 8000 円、こちらの用途のほうとですね、対象事業、教えていただければと

思います。 

それと 27 ページですか、償還金利子及び割引料、民生費生活保護費のほう

のこの償還金、2392 万 7000 円、これは前年度の事業費に占める割合というの

を教えてもらえますか。 

○商工観光課長（前川弘樹） 議長。 

○議長（米重典子） 商工観光課長。 

○商工観光課長（前川弘樹） お答えします。17 ページの広島県観光連盟補助

金についてご説明申し上げます。355 万 8000 円の内、２つ事業がございまし

て、デジタル技術等を活用した観光地スマート推進事業補助金、これが 235 万

8000 円でございます。これは施設の Wi-Fi の工事に対して観光連盟が支援をし

ていただく事業となっております。もうひとつが宿泊事業者向け感染拡大防止

対策等支援事業補助金、これが 120 万円となってございます。  

先ほど触れましたデジタル技術等活用した観光スマート推進事業 235 万 8000

円についてでございますが、この事業は実質は令和２年度に実施をし、令和２

年度中にこの 235 万 8000 円を頂戴することになっておりましたけれども、広

島県観光連盟からのお支払いがぎりぎり歳入ができなかったということがござ

いまして、令和３年度に挙げさせていただくことでございます。 
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続きまして宿泊事業者向け感染防止対策等支援事業補助金 120 万円でござい

ますけれども、歳出でいきますと、37 ページの魅力ある観光地づくり事業補助

金になっております。具体にいきますと、世羅町が持っています宿泊事業につ

きまして、その内、指定管理者様におかれまして取り組みをされたいという事

業者に対しまして、感染対策の事業を取り組まれる、そういう方について対応

するという事業になってございます。ですから民間事業者様につきましては、

直接観光連盟とやりとりをされております。公の施設についてはこういう形で

取り組みを進めてまいります。 

○福祉課長（釣井勇壮） 議長。 

○議長（米重典子） 福祉課長。 

○福祉課長（釣井勇壮） それでは 27 ページの生活保護費に関係する償還金

の率というのは、いただいているお金に対しての償還金の率ということでよろ

しいでしょうか。 

▼【田原議員：「はい」】 

国のほうから国庫負担金としてすでにいただいている令和２年度の受け入れ

額が合計で 8535 万 7500 円ありまして、そのうち今回償還する額が 2392 万

7000 円ということで約 28％でございます。 

○６番（田原賢司） （挙手） 

○議長（米重典子） ６番 田原賢司議員。 

○６番（田原賢司） この償還金の利子の割合というのは比較的高くはないん

でしょうか。 

○福祉課長（釣井勇壮） 議長。 

○議長（米重典子） 福祉課長。 

○福祉課長（釣井勇壮） 令和２年度につきましては、令和元年度の年初めか

ら新型コロナの関係で感染が広がってきつつあったということで、事前の相談

業務も、関係機関含めて増えておりまして、その関係で新年度、２年度に入り

まして、かなり生活保護の申請が増えるのではなかろうかという見込みを立て

ておって、そういう関係で途中でですね、補正をしなかったということで最終

的に精算上で 2392 万 7000 円の償還が生じたものでございます。 

○10 番（久保正道） （挙手） 
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○議長（米重典子） 10 番 久保正道議員。 

○１０番（久保正道） 先ほど質問された諸収入の雑入の広島県観光協会の補

助金、これが先ほどちょっと議事の関係では重複するんですが、監査意見書を

見させていただいたら、広島県観光連盟からの補助金が 235 万 8000 円収入未

済だということがありました。それは 335 万 8000 円の中に入っておるんでし

ょうか。入っておるとすれば過年度収入に挙げるべきだと思うんですが、どう

でしょうか。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） お答えいたします。この観光連盟 355 万 8000 円の

内、先ほど申しましたとおり 235 万 8000 円は令和２年度収入分として決算上

は未収入になった部分でございます。観光連盟からの振り込みが出納整理期間

ぎりぎりとなっていたため、世羅町に、の財布に入ったのが６月になって入っ

たものということで、確かに過年度の収入ではございますが、区分としてはこ

ちらの雑入に入れさせていただいているものでございます。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

○２番（上羽場幸男） はい。 

○議長（米重典子） ２番 上羽場幸男議員。 

○２番（上羽場幸男） それでは 21 ページのＣＡＴＶ電柱改修負担金につい

て説明を求めます。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 

○企画課長（道添 毅） それでは 21 ページ IT 管理費の CATV 電柱改修負担

金 1152 万 2000 円についてご説明申し上げます。 

現在光ファイバ整備事業を進めておりまして、同軸ケーブルを光ケーブルに

更新をする、そういう工事を進めております。その中で光ケーブルを既存の電

柱、中国電力様あるいはＮＴＴ西日本様が所有する電柱へですね、架けさせて

いただく必要がございます。その中でどうしても電柱の強度が不足している等

の理由によってですね、そこに光ケーブルを架けることができないと、そのよ

うな回答をいただいたものが発生をしております。 
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当初町のほうといたしましてもそうした不可電柱、架けることができない電

柱というものは発生をするであろうと、そのように考えておりまして、約 500

本程度そうしたものが発生するであろうと。それについては自営柱、要は自前

の電柱を建ててですね、そこで光ケーブルを張って工事を進めていこうと、そ

のように考えておりました。ただ実際に電柱に架けることができないという回

答いただいた電柱の付近においてなかなか自営柱を建てることが困難と、そう

いう事案があるということが判明をいたしました。そのため、それぞれの電柱

の所有者にですね、依頼を申し上げて、建て替えによって電柱の強度を上げて

いただく。強度を上げた電柱に光ケーブルを架けていくと、そういう方向で考

えておるものでございます。 

現時点におきましては、先の全員協議会でもご説明申し上げましたけれど

も、建て替え等の依頼見込み本数が約 150 本ということで見込んでおります。

それに当然、電柱を建て替えていただくこちら側の理由ということになります

ので、一定の負担を町のほうもしなければならない。その 150 本分のですね、

約、その電柱建て替えの負担に要する経費を負担金として今回計上させていた

だくものでございます。ただ、あくまでも見込みでございまして、可能な限り

自営柱建柱の方向性というものは探ってまいりたい、そのように考えておりま

す。 

○２番（上羽場幸男） （挙手） 

○議長（米重典子） ２番 上羽場幸男議員。 

○２番（上羽場幸男） 今のお話しですとですね、500 本元々考えておった

と。その内 150 本が使えないので、共架を申請すると言って、電柱の強度不足

から 150 本建て替えんといけんだろうと。ということはですね、500 本の建て

替え費用に対して 150 本で済むということでいいんですか。そうすると補正予

算を組む必要はないのではないですか。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 

○企画課長（道添 毅） ご説明申し上げます。500 本程度自営柱で対応とい

う見込みのもとにですね、これはすでに契約等行っておりますけれども、光フ

ァイバ整備工事、工事の中でそうした経費というものを見込んでおるというも
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のでございます。したがいまして、この負担金によって建て替えていただく場

合は当然、その工事のほうの自営柱建柱というものは減ってまいります。工事

につきましては最終的に工事が完了した段階でですね、工事費の精算というも

のは行ってまいりたい、そのように考えております。 

○２番（上羽場幸男） （挙手） 

○議長（米重典子） ２番 上羽場幸男議員。 

○２番（上羽場幸男） ですから最終的にはこの 1152 万 2000 円というもの

は、実質減ってくるというふうに理解していいんですね。それとこういうこと

はですね、たったこの前始まった事業であります。それに対してですね、もう

半年余りでこういった見込違いが出てくるというのは非常におもしろくないな

と。最終的にですね、公設でやらなくて、民設でやったほうが安くなるという

ようなことにならないようにですね、十分に注意を払っていただいて事業を進

めていただきたいと思います。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 

○企画課長（道添 毅） 現時点におきましては、この 1152 万 2000 円という

ものは最大、そういう額が必要と。ですからそれよりは下がってくるというふ

うには見込んでおります。この事業、公設民営という方向で進めております

が、この事業がですね、円滑に遂行し、そしてまたその後の光ケーブル後ので

すね、インフラを活用してケーブルテレビ、そしてインターネット等ご加入い

ただく方に満足いただける事業となりますようにしっかり努めてまいりたい、

そのように考えております。 

○７番（藤井照憲） 議長。 

○議長（米重典子） ７番 藤井照憲議員。 

○７番（藤井照憲） 数点お伺いしたいと思います。一般質問でも地域協働の

まちづくり、この分を質問させていただきました。今回、自治組織 21 ページ

に自治組織協働連携モデル推進事業、県費事業、県費が２分の１出資してくれ

る事業ですが、モデルはどこでしょうか、お伺いします。 

○企画課長（道添 毅） 議長。 

○議長（米重典子） 企画課長。 
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○企画課長（道添 毅） お答えいたします。モデルにつきましては、これは

中央地区の中組織ということでございまして、中央地区に２つある組織と東上

原コミュニティづくり推進協議会様、そして川尻ひじり会様、２つの中組織が

ですね、主体的に連携して事業を実施するというものでございます。 

○７番（藤井照憲） （挙手） 

○議長（米重典子） ７番 藤井照憲議員。 

○７番（藤井照憲） 町もしっかりですね、支援してですね、モデル事業がし

っかり根付くと言ったら変ですけど、住民の意思にうまく合うようにですね、

コーディネート、こういうものはしていただきたいと思います。 

 次に 33 ページ、農林業振興対策事業補助金、これは当初から増額した予算

なんですが、更に 904 万増額するというんで、どういう需要があってこういう

成果が現れているのか。 

今度その次のページで、35 ページでは多面的機能支払交付金、これは当初で

予算を減額して計上して、今度は更に 695 万 5000 円増額するという、このよ

うになって、これも同じようにどのような需要があってこういう補正予算を組

むのかというのをお伺いいたします。 

○産業振興課長（大原幸浩） 議長。 

○議長（米重典子） 産業振興課長。 

○産業振興課長（大原幸浩） お答えをいたします。33 ページの農林業振興対

策事業補助金でございますが、これは７月、８月に起きた災害、これの小災害

についての２割から３割の負担、このものを今回計上をしております。 

 続いて 35 ページの多面的機能支払交付金でございますが、これは当初 45 地

区でスタートしておりまして、変更で新規で２地区またプラスになりました。

と内容の精査がありましたので、619 万 5000 円の増額ということでございま

す。 

○７番（藤井照憲） （挙手） 

○議長（米重典子） ７番 藤井照憲議員。 

○７番（藤井照憲） ふるさと寄付金の支援業務、今、巣籠りということで、 

○議長（米重典子） ページ数は何ページでしょうか。 

○７番（藤井照憲） 19 ページでございます。要はコロナ対策でですね、巣籠
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りということで、このふるさと納税というのが非常に大きな巣籠り対策として

効果を発揮しているということでございますけど、要は出るほうがあれば入る

ほうがあるという話があると思います。しっかりとしたですね、経営管理、こ

ういうものをしていただきたいと思うんです。要は、世羅町へ入るべき税収が

ですね、当然、町内の住民がふるさと納税をすればどっかへ消えていっている

わけなんです。そういった意味でいくと、ふるさと納税支援業務、確かに需要

に応じてこういった支援をして、ふるさと納税の世羅町の産品をしっかり売り

込もうという精神はわかるんです。じゃが、出があるということをしっかり認

識してやらないとまずいと思うんです。しっかり取り組んでいただきたいと思

います。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） お答えいたします。今回の補正によりましてふるさ

と寄付金の収入 2000 万円増額をさせていただいているところです。当初 5000

万円計上しておりましたので合わせて 7000 万円、これは令和２年度の決算が

ですね、およそ 7500 万円程度ございましたので、今年度もですね、それに近

い収入が見込まれるということで、今回収入額を補正させてもらってます。そ

れに合わせまして、それに伴いますお礼品、それからそれの配送料、それから

サイトの委託料等、経費のほうも収入に併せて増額をさせていただいたところ

です。議員おっしゃられますとおり、この寄付金収入につきましては町外から

世羅町のほうに寄付として収入をいただいておりますが、逆に町内から町外の

市町村等へふるさと寄付金として出ていく。これは来年度の住民税で町へ入っ

てくるべきものがなくなってくる、寄付金控除分としてですね。なくなってま

いります。その額自体、数字を持ちあわせてないので、はっきりしたことわか

りませんが、明らかにですね、寄付金収入として入ってくるほうが多くなって

おるところです。町としましてもですね、寄付金、町内から町外へ寄付を止め

るということはできませんので、町外から町へしっかり寄付をしていただける

ようこれからもしっかりと取り組みを行ってまいりたいと考えております。 

○１番（髙橋公時） 議長。 

○議長（米重典子） １番 髙橋公時議員。 
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○１番（髙橋公時） 私のほうから２点、お伺いいたします。ページ数が 47

ページで教育委員会の所掌になると思います。中学校費の中の学校管理費、こ

れは全員協議会におきましてもご説明を受けましたが、小型バス等運行、218

万 7000 円。説明によりますと、甲山小国線の路線バスの廃止に伴います通学

に対して、中学校、義務教育課程であります中学校の生徒さんの代替手段とし

てこの金額を計上されたと伺ったところでございます。勿論、義務教育過程で

ありますから、世羅町の子ども達でございます。 

 こういった対策をするのは緊急的にはと言いますか、以前、中学校の中では

これは再三質問させていただいたり、質疑させていただきましたけれども、甲

山地区が合併当初に小型バスの運行を約束しておったということで、数年にわ

たり年間約 950 万円の予算を付けて、実際、最終的に聞いたら乗車人員が５名

というような実態がありました。そこは改正していただきまして現在、小学校

のスクール、また帰りは独自で仕立てたということで、250 万程度か 300 万程

度。約 600 万以上の減額につながったと。こういった措置を取って少しでも町

の財政に対して無駄のないような措置を取っていただいたことはありがたいこ

となんですけれども、今回も代替手段として 218 万 7000 円付けるのは私は問

題ないかとは思いますけれども、これも将来的に話によれば９名乗られるとい

うことなので、１人当たりに換算するというのは適切ではないかもしれません

けれども、20 数万円おひとりにかかる。将来的にここも同じようなことが起こ

るのではないかと。1 人、２人の利用、３人の利用ということになれば、1 人

当たり 70 万から 100 万、こういったような予算がかかってくるということも

考えられてきます。今後のこのスクールの、 

○議長（米重典子） 髙橋議員、恐れ入りますが、ちょっと一般質問のほうに

寄っているかなと思いますが、この予算の中身を聞かれて。 

○１番（髙橋公時） 何を言われているんですか。このことについて説明して

いるんですよ。これが何ですかと聞くんなら質疑しませんよ。何でこの金額を

立てたのかというのを順を追って説明しているのに、いけませんか。 

○議長（米重典子） 失礼しました。 

○１番（髙橋公時） そういうふうに聞こえませんか、議長。順を追って説明

をしているでしょ。ぽんとついたんじゃなくて。 



75 

 

○議長（米重典子） 失礼しました。 

○１番（髙橋公時） 何か間違ったこと言ってますか。 

ですからずっとこういったものを今回は予算出されてますけど、将来的には

また 10 年後にここはずっとこういう予算を出されるのか。今、中学校には長

距離の自転車助成というものがありますよね。こういったものも地域によって

片やスクールを出す、タクシーを出す。片や助成だけで済ませるといったら、

やはり公平さ、格差が生まれてきます。いつかの時点で足並みを揃えるような

対策をしないといけないと思いますので、今回のこの予算、問題はないかと思

いますけれども、考え方をお伺いしたいと思います。 

 それとその下にあります修学旅行取消料助成事業、確かこれは内容わかりま

せんが、３年生か現２年生が修学旅行に行けなかったからたぶん３年時の方の

取消料だと思います。その方が３年ということは、もういけないと。これは致

し方ない、これはコロナ禍においてですが、この点もこれは保護者等の責任で

はないわけでありますから、教育委員会のほうと、また学校のほうと相談し

て、こういった最終的な決定というのを下されるわけですけれども、今後もた

ぶん今の現２年生、または今、３回延期になってます小学生、６月が９月にな

り、９月が３月になり、こういったことも発生してくるかと思いますので、そ

の点のお考えをお伺いします。 

○学校教育課長（脇田啓治） 議長。 

○議長（米重典子） 学校教育課長。 

○学校教育課長（脇田啓治） お答えいたします。まず 1 点目にご質問いただ

きました小型バス、スクールタクシーの運行の将来見通しというようなところ

についてでございますが、これにつきましては先だっての全員協議会でも少し

ご説明をさせていただいたと思いますけれども、当初やはり今、甲山中学校区

で運行しているような同様の形、つまり行きは小学校のスクールバスに同乗、

帰りのみスクールタクシー運行ということを検討してまいりましたが、実質今

年度については年度途中からということもあり、座席数が確保できないという

状況がございました。その後、関係課とも協議を重ねる中でデマンド交通等の

利用というのも検討してまいりましたが、保護者にかかる負担でありますと

か、あるいは利便性、こういったものを考慮した結果、今年度 10 月以降につ
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いてはスクールタクシーを行きも帰りも運行させていただくということで、今

この予算のほう計上させていただいているところです。 

将来的には議員おっしゃられるようにですね、やはり町としてというか、教

育委員会として統一性を持った運行の仕方というのを考えていかなければなら

ないと思いますし、一律に全員同じにはならないかもしれませんが、やはり公

平性というところも考慮しながらですね、今後の方向については検討してまい

りたいというふうに考えているところです。 

続きまして２点目の修学旅行の取消料、いわゆるキャンセル料の助成事業に

ついてですが、議員ご指摘のとおり今回は残念ながら現中学校３年生、２校の

３年生が修学旅行に行くことができませんでした。当初 1 月下旬に予定してい

たものを６月にいったん延期し、今回また８月の下旬に予定をしていたんです

が、残念ながらコロナの急激な感染拡大というところであきらめざるを得ない

状況になってしまいました。これ以上引き延ばすことによって進路指導等、ほ

んとにこれから半年間で最優先でやっていかなければならないことに影響が出

てくるということを最優先で考えまして、今回キャンセルというふうにさせて

いただきました。ご指摘のように小学校のほうも延期、延期が続いております

が、これにつきましては文部科学省等の指導と言いますか、Ｑ＆Ａ等に書かれ

ている内容でございますが、子ども達にとって最大の思い出となるこういった

学校行事、安易に感染拡大しているから中止にするのではなく、延期等も含め

て何とか実施できる方向で検討していくということを明記されておりますの

で、それに基づきこの中学校のほうでも何度か検討を重ねてきましたが、残念

な結果になってしまったという次第でございます。 

今後も同じような状況がまだ続いていくと思われますので、早目に学校等と

連携を取りながら、できるだけ感染対策を取り、まずは実施をするということ

を考え、それでもなおかつむずかしい場合は、他の方法をですね、考えていく

ことを検討していきたいというふうに考えているところです。長くなりました

が、以上でございます。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 
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○４番（矢山 武） 39 ページですかね、道路維持修繕工事 5000 万円につい

て、大まかでいいですが、どのような考え方であるのか。これは答弁をいただ

いてから質問すればいいのかもしれませんが、かなり災害等も発生をしておる

わけなんで、そういう点では重なってどうとかいうことはないかもしれません

が、十分に考慮して、当然、一定の道路維持はしていかないけんのんですが、

その点の内容についてお尋ねします。 

 それから災害復旧については一般質問でもお尋ねをしてまいりましたが、49

ページですかね、３年農業災害復旧費、これらの中には入らないのかもしれま

せんが、40 万円以下ですかね。これらついても一定に進めていくということで

しょうが、この約 2000 万ですか、2000 万でどの程度の復旧を考えておられる

のか。これらの点についてお尋ねします。 

○建設課長（福本宏道） 議長。 

○議長（米重典子） 建設課長。 

○建設課長（福本宏道） 初めに 39 ページの道路維持修繕工事についてご説

明いたします。７月と８月に豪雨災害がございまして、これの災害復旧以外の

もの、土砂撤去でありますとか、側溝の土砂撤去、こういった簡単なものにつ

きましては、道路維持修繕工事の上に計上しております路線委託のほうで対処

しておりますが、それ以外のもの、災害復旧に満たない修繕であるとかです

ね、それから経年劣化によります災害とは関係ございませんけれども、経年劣

化によります舗装の修繕、こういったものがまた長雨によりまして傷みが顕著

になっておりますので、こういったものへの対応ということで予算を計上して

おります。主なものとしましては世羅中央線、ふれあいロードの黒川、ちょっ

と大規模に舗装が傷んでおりますので、こちらの修繕を早期に行っていきたい

と、といったものが主な修繕工事の内容でございます。 

○産業振興課長（大原幸浩） 議長。 

○議長（米重典子） 産業振興課長。 

○産業振興課長（大原幸浩） お答えをいたします。49 ページの災害復旧費の 

工事請負費 1800 万円でございますが、これにつきましては７月豪雨災害の災

害復旧でございます。内容は農地の３件でございます。８月災害復旧について

は今後また上程を考えております。 
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○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 59 号 令和 3 年度世羅町一般会計補正予算（第 4 号） 

は 原案のとおり可決されました。  

 

日程第 20 議案第 60 号 令和 3 年度世羅町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第 1 号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○町長（奥田正和） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） 議案 25 ページをお開きください。 

議案第 60 号 

   令和３年度世羅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和３年度世羅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のと

おり提出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                    世羅町長  奥 田 正 和 

 

提案理由でございます。 

 歳入歳出それぞれ 115,322 千円を増額し、歳入歳出それぞれ 1,788,572 千円
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とするものでございます。 

 歳入は、県支出金 10 千円、繰越金 116,841 千円を増額し、繰入金 1,529 千

円を減額するものでございます。 

 歳出は、総務費 2,928 千円、保険給付費 10 千円、基金積立金 50,000 千円、

諸支出金 1,221 千円、予備費 61,163 千円を増額するものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 基金積立金について 12 ページですか、5000 万について

お尋ねをしたいと思うんですが、自治体によってはコロナの影響もあるかもし

れませんが、引下げの動きが一定にされ、いろいろ国の医療費が増加をする中

で、どうかというような考え方あるようですが、広島県の状況を、そこで定め

られた保険税ですか、負担をしていくという運営が県ということで、今後、保

険料も統一をしていくという方向にあるわけですが、そうした中で、自治体に

よって考え方いろいろあるんですが、できるだけ適切な基金がどのくらいかわ

かりませんが、保険負担の軽減の努力をされているんじゃないかと思うんです

が、そういう点とこの積立金。また同じように余ったからどうか知りません

が、次のページで 6100 万円の予備費にして、万一の場合には使うということ

でしょうが、どのようにお考えか、お尋ねします。 

○健康保険課長（宮﨑満香） 議長。 

○議長（米重典子） 健康保険課長。 

○健康保険課長（宮崎満香） お答えいたします。まず基金積立金でございま

す。今回の積立により国保の基金約３億円となります。この基金の運用です

が、今回、保険事業の実施に対する交付金が不足した場合、また適正な賦課、

国保税の適正な賦課をしたにもかかわらず収納率が低下したとか、災害などで

収納が少なくなったときに財源として活用をしてまいりたいと考えておりま

す。この収納不足などで財源不足となった際には、基金を保有していない市町

では県の基金を借り受け運用することができます。しかしこの県の基金を借り
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受けて運用した場合、翌年度に国保税に上乗せをして賦課をし、翌年度の国保

税率を大きく上げることにもなりますので、現在世羅町で保有する基金のほう

で財源不足の際には活用してまいりたいと考えております。 

14 ページ予備費につきましては、今回、前年度決算剰余金の内、前年度精算

金とこの基金積立金を除いた額を計上させていただいております。 

今後まだ県交付金の精算が発生してまいります。またコロナの影響など考慮

した結果、令和３年度の国保税率も据え置きとしており、所得減少や収納率の

低下などそういったものを見込む中で税収のほうも減少し、県への納付金の支

払いに不足が生じた場合などの財源として保有をさせていただきたいと考えて

おります。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 60 号 令和 3 年度世羅町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第 1 号） は 原案のとおり可決されました。 

 ここで換気のための休憩を取りたいと思います。再開は４時０５分といたし

ます。 

 

休  憩  １５時５３分 

再  開  １６時０５分 

 

○議長（米重典子） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 
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日程第 21 議案第 61 号 令和 3 年度世羅町後期高齢者医療制度特別会計補

正予算（第 1 号） を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） 議案 26 ページをお開きください。 

議案第 61 号 

   令和３年度世羅町後期高齢者医療制度特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和３年度世羅町後期高齢者医療制度特別会計補正予算（第１号）を別紙の

とおり提出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                  世羅町長  奥 田 正 和 

提案理由でございます。 

 歳入歳出それぞれ 2,746 千円を増額し、歳入歳出それぞれ 573,812 千円とす

るものでございます。 

 歳入は、保険料 187 千円、繰越金 4,036 千円を増額し、繰入金 1,477 千円を

減額するものでございます。 

 歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金 6,073 千円、諸支出金 162 千円を増

額し、総務費 3,489 千円を減額するものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質 

○議長（米重典子）疑に入ります。質疑ありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 10 ページの保険料納付金についてお尋ねしたいと思うん

ですが、納付金は一定に医療費との関係もあるんじゃないかと思うんですが。

広域連合の運営の状況等もどうなっているかわかりませんが、そこら辺と、今

後の負担、当初予算に比べて約２億円ですか、になっておるわけですが、この

医療費の動向、そして最後のページ、11 ページになるんですか。一般会計だっ
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たんですかね、諸支出金についてお尋ねします。 

○健康保険課長（宮﨑満香） （挙手） 

○議長（米重典子） 健康保険課長。 

○健康保険課長（宮﨑満香）お答えいたします。10 ページの保険料納付金でご

ざいますが、こちらにつきましては、令和２年度に概算で納付をしてまいりま

した。令和２年度に保険料として納付を受けたものを精算で広域連合のほうに

納付を行うため増額補正をしております。 

 そして一般会計への繰出金 16 万 2000 円でございますが、こちらは令和２年

度の剰余金の内、保険料として今回納付をいたします金額、そういったものを

除いた額を一般会計のほうに戻すものでございます。差し引きをした結果 16

万 2000 円を一般会計に戻すということになります。 

医療費の動向につきましては、1 人あたり医療費費用額になりますが、こち

ら令和元年度が約 90 万円、令和２年度は 1 人あたり約 86 万円。県全体でみる

と、106 万円という状況にございます。県全体でみると世羅町の医療費は若干

低い状況にはございますが、広島県全体でみたときの１日あたりの医療費は全

国的にも見ても高いという状況にございます。今後も被保険者数は現在少しず

つ減少はしてきておりますが、医療費のほうは引き続き高い水準で移行するも

のと思われますので、広域連合のほうと連携し医療費の適正化のほうに努めて

まいりたいと考えております。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 
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したがって、議案第 61 号 令和 3 年度世羅町後期高齢者医療制度特別会計

補正予算（第 1 号） は 原案のとおり可決されました。 

 

日程第 22 議案第 62 号 令和 3 年度世羅町介護保険事業特別会計補正予算

（第 1 号） を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） 議案 27 ページをお開きください。 

議案第 62 号 

 

令和３年度世羅町介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 

 令和３年度世羅町介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）を別紙のとお

り提出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                  世羅町長  奥 田 正 和 

 

提案理由でございます。 

 歳入歳出それぞれ 104,511 千円を増額し、歳入歳出それぞれ 2,726,967 千円

とするものでございます。 

 歳入は、支払基金交付金 1,350 千円、繰越金 105,613 千円を増額し、繰入金

2,452 千円を減額するものでございます。 

 歳出は、総務費 525 千円、基金積立金 61,288 千円、諸支出金 45,676 千円を

増額し、地域支援事業費 2,978 千円を減額するものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 10 ページの基金についてですが、6000 万円の積立をす
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るということで、この会計だけではないんですが、必要最小限の負担求めて運

営をしていくのが基本なんで、これらを積み上げてどのように基金がなるの

か。 

それと併せて次のページの償還金ですかが、予定より少ないサービスです

か、介護保険の支出が少ないということで 3000 万円余り返すということにな

るんかと思いますが、それと、先ほどもお尋ねしたんですが、1611 万円の繰出

ですね、これは当初のあれがよくわからないんですが、繰入金、一般会計繰入

金 8000 万が減ってくるということになるんかなと思うんですが、その辺はど

のような会計処理なのかお尋ねします。 

○福祉課長（釣井勇壮） 議長。 

○議長（米重典子） 福祉課長。 

○福祉課長（釣井勇壮） それでは介護保険特別会計の 10 ページ、基金積立

金についてご説明申し上げます。6128 万 8000 円の内、当初２年度のほうでで

すね、積立を予定をしておりましたが、コロナ感染拡大によって３年度のほう

にも影響が及ぶであろうということで、一旦基金の積み立ては計上しておりま

したが、しておりませんでした。それと合わせて令和２年度分の最終的な決

算、精算によりまして、出た額が合わせてこの額となっております。現在、介

護給付費の準備基金のほうが令和２年度末で 2 億 2500 万円余り積立額があり

ますので、これはあくまで補正予算でありますが、最終的にこの額を積み立て

ますと、約 2 億 9000 万弱の額となります。将来にわたって、これまでもご説

明申し上げておりますとおり、この先では令和７年には団塊の世代の方々が 75

歳以上の後期高齢者を迎えるとなり、またですね、その先ではありますが、団

塊ジュニアの世代も 65 歳という高齢者世代を迎えるということもこの先出て

来ます。現在ご負担いただいております保険料がこの先で急激に上がらないの

を見越して準備基金のほう、積み立てております。今後もですね、動向をみな

がら介護保険のほう、制度のほうをですね、サービスが行き渡るように運営し

てまいりたいと考えております。 

 続きまして 12 ページの償還金につきましては、と繰出金、町負担分関連が

ありますので、一緒にご説明させていただきます。償還金は 2956 万 4000 円。

一般会計のほうへ繰出す金額は 1611 万 2000 円となっております。こちらはい
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ずれも令和２年度の介護保険事業の精算によりまして出た、いわゆる余剰の額

でございます。 

償還につきましては、精算によりまして国庫負担金としていただいておりま

すので、そちらの部分を返還するということになっております。 

また町負担分につきましては繰出し金のほうで調整をしていくということにな

ります。 

なお決算状況をみますと、令和元年度と令和２年度、大まかな数字ではあり

ますけれど、保険給付費の総合計が令和元年度は約 22 億 8700 万円、令和２年

度につきましては、22 億 9900 万円と、額は太いわけなんですけど、大きく変

わっておりません。こちらにつきましては、令和２年度コロナということで、

少しこういったサービスの利用が増えるのではなかろうかと思っておりました

が、急激な増加には至っておりません。まだまだ先は見えない状況なんです

が、コロナの感染状況も踏まえて一番は介護予防の事業も大事でありますの

で、併せてですね、取り組みをしてまいりたいと考えております。 

○議長（米重典子） ほかに質疑ありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 62 号 令和 3 年度世羅町介護保険事業特別会計補正予

算（第 1 号） は 原案のとおり可決されました。  

 

日程第 23 議案第 63 号 令和 3 年度介護サービス事業特別会計 補正予算

（第 1 号） を議題といたします。 
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提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） 議案 28 ページをお開きください。 

 議案第 63 号 

 

   令和３年度世羅町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和３年度世羅町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のと

おり提出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                  世羅町長  奥 田 正 和 

 

提案理由でございます。 

 歳入歳出それぞれ 794 千円を増額し、歳入歳出それぞれ 9,029 千円とするも

のでございます。 

 歳入は、繰越金 794 千円を増額し、歳出は、諸支出金 794 千円を増額するも

のでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 
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したがって、議案第 63 号 令和 3 年度介護サービス事業特別会計 補正予算

（第 1 号） は 原案のとおり可決されました。  

  

日程第 24 議案第 64 号 令和 3 年度世羅町農業集落排水事業特別会計 補正

予算（第 1 号） を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○財政課長（矢崎克生） 議長。 

○議長（米重典子） 財政課長。 

○財政課長（矢崎克生） 議案 29 ページをお開きください。 

議案第 64 号 

 

   令和３年度世羅町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和３年度世羅町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のと

おり提出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                  世羅町長  奥 田 正 和 

 

提案理由でございます。 

 歳入歳出それぞれ 2,679 千円を増額し、歳入歳出それぞれ 56,358 千円とす

るものでございます。 

歳入は、繰越金 2,813 千円を増額し、繰入金 134 千円を減額するものでござ

います。 

歳出は、総務費 2,679 千円を増額するものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 10 ページの工事請負費でマンホールとかいうご説明あり

ましたが、内容について、財源的な問題もあってこういう状況になったんかも
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しれませんが、残りはいくらだったですかね、一般会計 13 万円ですか、なっ

ておるわけですが、どういう経緯の中で工事を行うのか、150 万についてお尋

ねします。 

○上下水道課長（升行真路） 議長。 

○議長（米重典子） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） それでは４番 矢山議員のご質問でございま

す。農業集落排水事業、補正予算書 10 ページの工事請負費 150 万についてご

説明いたします。こちらにつきましては、まずマンホールまわりの舗装修繕工

事について 120 万円。これは県道吉舎豊栄線の農業集落排水のマンホール３箇

所の周囲が沈下をしておりまして、大型車両などが通過をする際にかなり音が

するということで、地域の住民の方からいただきましたので、早急に修繕をす

る計画としております。残りの 30 万円につきましてはピュアラインせらに

し、処理施設でございますが、ここのナンバー２の散水ポンプの電動弁の修繕

にこの 30 万円を充てるものでございます。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 沈下言うちゃったんですかね。相当年数が経ったけえ下

がるいうのもわかるのはわかるんですが、地盤がやおいということなんです？

原因はどうなんですか。 

○上下水道課長（升行真路） 議長。 

○議長（米重典子） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） 原因につきましては、今、矢山議員がご指摘い

ただきましたようにやはり経年によるものではないかというふうに考えており

ます。もともとの路盤が県道でございますので、そんなに下が柔らかいという

ことは考えにくいということでございますので、やはりそこができてからの経

年による沈下でそういった形になっているのではないかというふうに認識をし

ております。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 
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これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

 起立全員 であります。 

したがって、議案第 64 号 令和 3 年度世羅町農業集落排水事業特別会計 補

正予算（第 1 号） は 原案のとおり可決されました。  

 

日程第 25 議案第 65 号 令和 3 年度世羅町上水道事業会計 補正予算（第 1

号） を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○上下水道課長（升行真路） 議長。 

○町長（奥田正和） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） 議案 30 ページをお開きください。 

議案第 65 号 

   令和３年度世羅町上水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 令和３年度世羅町上水道事業会計補正予算（第１号）を別紙のとおり提出す

る。 

  令和３年９月８日 提出 

                 世羅町長  奥 田 正 和 

 提案理由でございます。 

 収益的収入 315 千円を増額し、収入 368,585 千円とし、収益的支出 324 千円

を増額し、支出 439,709 千円とするものでございます。 

 収入は営業収益 649 千円を増額し、営業外収益 334 千円を減額し、支出は営

業費用 315 千円、特別損失 9 千円を増額するものでございます。 

 資本的収入 34,400 千円を増額し、収入 254,650 千円とし、資本的支出
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52,872 千円を増額し、支出 311,150 千円とするものでございます。 

 収入は企業債 34,400 千円を増額し、支出は建設改良費 52,872 千円を増額す

るものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

矢山議員申し訳ありません。ここで時間延長をしておきます。 

 

時間延長 １６時４８分 

 

○４番（矢山 武） ９ページの委託料についてお尋ねしたいと思うんです

が、配水管等はいろんな事情で設計をしなくちゃならんということがあるんか

と思うんですが。広域になっていくという中で、一定の説明があったかもしれ

ませんが、さかえ浄水場の取水施設更新というのがあるわけですが、これは設

計をしてみないと金額はわからんのだと思うんですが、委託料を積算するのに

はね、一定の見込みがあるんではないかと思うんですが、ほかの３つは結構で

すが、そこら辺の設計業務の金額、また考え方をお尋ねします。 

○上下水道課長（升行真路） 議長。 

○議長（米重典子） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） 補正予算書９ページの資本的収入及び支出の委

託料の部分でございますが、この委託費の経費に関しましては、基本的にどの

位委託料がかかるかということについては積算をさしていただきまして、その

内のその地区に関して数量に関して、いくらかかるかということをはじき出し

て積算をしているものでございます。 

今後、先ほども議員のほうからご指摘ありました、さかえ浄水場の取水施設

の更新業務をはじめ、この内３件、１件に関しましては次年度を計画しており

ます下水道管の布設替えによります、布設替えの設計業務でございますが、賀

茂地区、町道弁城線、さかえの浄水場の取水施設、これに関しましては、今後
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の統合に向けた取り組みの中で必要となってくる事業というふうに認識をし

て、今回補正予算を挙げさせていただいているものでございます。 

▼【矢山議員：「さかえ浄水場の見込み額、設計業務の金額」】 

○上下水道課長（升行真路） はい。 

○議長（米重典子） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） たいへん失礼いたしました。 

 さかえ浄水場の取水施設更新業務に関しましては、1839 万 2000 円でござい

ます。 

 ▼【矢山議員：「内容、設計の」】 

失礼いたしました。このさかえ浄水場の取水施設更新業務につきましては、

現在第２水源、芦田川から取水できる 1000 トン部分、こちらにつきまして新

たに確保していかなければならないということで、現在検討しておりますの

が、島矢橋付近から羽場崎井堰、尾道松江線の世羅インター付近までですが、

あのどちらか２点のうちのどちらかで施設整備を計画するものでございます。

これにつきましては、現在、山田川ダムから取水をしております導水管のルー

トこれにのせてできる限り安価で取水施設を建設するということで現在検討を

進めておるものでございます。 

○議長（米重典子） ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 65 号 令和 3 年度世羅町上水道事業会計 補正予算（第

1 号） は 原案のとおり可決されました。 
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日程第 26 議案第 66 号 令和 3 年度世羅町公共下水道事業会計 補正予算

（第 1 号） を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○上下水道課長（升行真路） 議長。 

○議長（米重典子） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） 議案 31 ページをお開きください。 

議案第 66 号 

   令和３年度世羅町公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 令和３年度世羅町公共下水道事業会計補正予算（第１号）を別紙のとおり提

出する。 

  令和３年９月８日 提出 

                 世羅町長  奥 田 正 和 

 

提案理由でございます。 

収益的収入支出それぞれ 5,555 千円を増額し、収入 217,111 千円とし、支出

250,034 千円とするものでございます。 

 収入は営業外収益 5,555 千円を増額し、支出は営業費用 5,555 千円を増額す

るものでございます。 

 資本的収入支出それぞれ 3,807 千円を増額し、収入支出それぞれ 219,766 千

円とするものでございます。 

 収入は負担金 3,807 千円を増額し、支出は建設改良費 3,807 千円を増額する

ものでございます。 

（詳細説明） 

○議長（米重典子） これをもって提案理由の説明を終わります。これより質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

○４番（矢山 武） （挙手） 

○議長（米重典子） ４番 矢山 武議員。 

○４番（矢山 武） 最初に３ページの下水道施設管理費 650 万ということで
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当初 8752 万円を予定をして、9400 万あまり増額ということですが、その理由

について。 

 それからもう 1 点は、９ページの中で、これも質問としては先ほどのような

必要な工事について積算をするために必要だということですが、次の年度に工

事予定だと。先ほども同じようなことをお聞きしたんですが、この委託料の

380 万について、どういう積算の基に金額をはじいておられるのか、再度お尋

ねします。 

○上下水道課長（升行真路） 議長。 

○議長（米重典子） 上下水道課長。 

○上下水道課長（升行真路） お答えをいたします。まず 650 万円の増額分で

ございますが、こちらにつきましては、この下水道関係につきましても先ほど

の農業集落排水事業と同様にですね、この 650 万円の 250 万円部分についてマ

ンホールが下がっておりましてこれの修繕工事に充てたいと思います。場所は

５箇所、小世良、甲山、西上原、川尻、本郷地区でございます。 

400 万につきましては川尻にあります処理施設のばっ気ブロアの修繕 95 万

7000 円。ＯＤ槽水中撹拌機の修繕 128 万円、脱水装置のシリンダー効果 176 万

3000 円の合計 400 万円でございます。先ほどのマンホールとマンホールの修繕

と合計いたしまして 650 万円でございます。 

次に資本的支出の委託料、今東地区の下水道管新設工事の積算業務でござい

ますが、こちらにつきましては、３工区合計で 380 万 7000 円。これにつきま

しては、工事費によりまして、下水の函渠ということで、工事費によってこの

積算業務の金額というものが決まっております。 

１工区につきましては、126 万 9000 円でございまして、工事費の見込みが

7100 万円から 9300 万円の間、この枠の中で下水の函渠ということで 126 万

9000 円でございます。 

２工区につきましては 134 万 9000 円でございまして、工事費の見込みが

9300 万円から 1 億 2300 万円の間ということで 134 万 9000 円でございます。 

 ３工区につきましては 118 万 9000 円でございまして、工事費の見込みが

5300 万円から 7100 万円ということで、工事費の額によって、すでに積算の金

額というものが決定をしておりますので、この表にあてはめて今回積算を予定
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をしておるところでございます。 

ほかに質疑はありませんか。 

（「なしの声」あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員 であります。 

したがって、議案第 66 号 令和 3 年度世羅町公共下水道事業会計 補正予算

（第 1 号） は 原案のとおり可決されました。  

  以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

  

本日はこれで散会いたします。 

なお次回の本会議は９月 22 日 午前９時から開会いたしますので、ご参集

願います。 

（起立・礼） 

 

閉  会  １７時０８分 

 

 

 

 

 

 


